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１　一夜だけでも本物になりたい








　今夜だけ、たった一夜だけでもいいから本物になりたい。取り繕った偽りの関係ではなく、かけがえのないパートナーとして、彼の隣に立ちたい。

　そんな気持ちで少し背伸びをして、ハイヒールのパンプスに足を入れる。

　纏うドレスは夜のパーティーに相応しく、デコルテの開いたマーメードラインの大胆なデザインだ。

　ヘアサロンで整えてもらったばかりの髪を、鏡でもう一度チェックする。

　最近、気分転換のために長かった髪をばっさり切った。その軽さにはまだ慣れていない。肩に掛からない程度に切りそろえられた髪に、今夜は小さなパールの飾りを付けて、普段は垂らしている前髪も流すようにブローしてある。

　これなら童顔がコンプレックスになってしまっている穂ほ乃の香かのことを、少しは大人に見せてくれるだろう。

　最後に普段よりも濃い色のリップを塗り直して、準備完了だ。

　穂乃香は今、都内の老舗ホテルの一室にいる。今夜この建物の中で開かれるパーティーのために部屋をとったのだ。

　企業のパーティーに参加するのは、はじめての経験になる。しかもただの招待客ではなく、主催者の一人として大勢の人達の前に立たなければならないから、社会人としての経験が浅い二十五歳の穂乃香には少々気が重かった。

　そろそろだろうか？　さっき腕から外してテーブルの上に置いた自分の腕時計を手に取って時刻を確認した。

　この腕時計は穂乃香への誕生日プレゼントとして、夫が買ってくれた大切な品物だ。当時はどれだけ自分に不相応なものか知らずにいたが、値段に関係なく宝物であることはもらった時から変わらない。

「やっぱり、持っていこうかな」

　パーティーでは、時計は身につけないものらしい。部屋に置いていくつもりだったが、ずっとお守りのように肌身離さず身につけていたから、心許ない。

　結局、邪魔にはならないだろうと時計はそのままクラッチバッグの中にしまうことにした。直後、部屋のブザーが鳴る。

　約束したとおりのぴったりの時間。彼はいつもそうだ。

　外で待ち合わせをする時は必ず穂乃香より先に到着しているし、迎えに来てくれる場合は直前に調整をしているのか、予定通りの時間に姿を見せる。

「──絢あや人とさん……こんばんは」

　確認もせずに扉を開けると、そこには予想通り約束した人物がいた。穂乃香の夫、橘たちばな絢人だ。

　穂乃香より八つ年上で三十三歳になる絢人は、タキシードを自然に着こなし大人の色香を纏っていた。この人ほど「綺麗」と表現したくなる人物を、穂乃香は他に知らない。

　日本人離れした長い手足。実年齢より少しだけ若く見える優しさの滲み出ている瞳。すっと通った鼻筋に、薄い唇。シャープな顎ラインは、きちんとシェービングで整えられていて、滑らかだ。でも中性的かと問われれば、そういうわけでもない。精悍でセクシーな大人の男性だった。

「こんばんは。準備はできてる？」

　艶然と微笑み、ゆっくりと差し出してきた手を穂乃香は迷わず取った。緊張と、胸の高鳴りを必死に隠してどうにか微笑んでみせる。

「ええ、もちろん」

「では行こうか、奥さん」

　呼び方ひとつで、穂乃香は舞い上がってしまう。普段の絢人は、まるで親戚の子を相手にするように「穂乃香ちゃん」と呼んでいる。それなのに、今彼は「奥さん」と呼んだのだ。

　自分達は確かに戸籍上の夫婦だが、実態に即していない。絢人は都内、穂乃香は東京隣県にマンションを借りて別々に暮らしている。そして、二人は夫婦として一度も愛し合った経験がないし、キスをしたことすらない。

　事情により便宜的な契約を結んだ関係で、それは間もなく終わることになりそうだ。

　最後に夫婦として華やかな場所で一緒に過ごせるのなら、きっと一生の思い出になるだろう。

　ただ今夜が楽しければ、明日からその分泣くことになるのだとわかっていた。自分の本心など、彼を困らせることになるから決して口にはできないが。

「穂乃香ちゃん……？　大丈夫？」

　部屋を出て会場まで向かうエレベーターの中で、絢人に心配されてしまった。

　パーティーがはじまる前から、つい感傷的になってしまう。

「ごめんなさい。ただ、やっとここまできたんだなって」

「ああ、七年か。随分長くかかってしまったね。……パーティーが終わったら、話したいことがある。俺も部屋を取ってあるから……こっちに来てもらってもいい？　打ち上げも兼ねて」

「ええ。もちろんです」

　それはきっと二人の別れについての話だろう。覚悟はしていたが、いざ突きつけられると辛いものがある。穂乃香は、泣くな笑えと必死に自分に言い聞かせた。

　

　今夜のパーティーは、絢人の父が会長を務める「タチバナホールディングス」の主催で、会社の起源であり現在の主力事業である、老舗百貨店「橘屋」の創業百周年を祝うものだ。

　ファッションに関わる業種の記念すべき日なので、会場は華々しい雰囲気に包まれていた。

　絢人は現在「橘屋」の専務取締役として、百貨店の経営に大きく関わっている。そしてこのパーティーでは、周年のお祝いと合わせて穂乃香にとっても無関係ではない、ある報告が予定されていた。

「メディアも来ているんですね……」

　穂乃香は会場を見回し、カメラの存在や腕章をつけた記者らしき人物の姿を見つけて尻込みした。このあとパーティーの終盤で、自分も壇上に上がらなくてはならない。

　普段は幼稚園教諭として働いている穂乃香は、子ども達の前で喋ったり歌ったりすることは好きだが、その経験はこの場では生かせそうにはない。

「ああ、でも心配しないで。君は隣にいてくれるだけでいいから」

　メディアに注目されているのは、長年橘屋の取引先であった繊維メーカー「桐き生りゅうマテリアル」に対しての企業買収と、それに伴う新規事業について発表があるからだ。

　桐生マテリアルは穂乃香の祖父の会社で、祖父の死後親族間で経営権をめぐりお家騒動が勃発していた。

　それまでただの学生として生きてきた穂乃香は、十八歳で予期せぬ相続問題に巻き込まれていったのだ。

　それが今夜、企業買収という形でひとまずの決着となる。これは祖父が望み、穂乃香が彼の意志を引き継ぎ、夫となった絢人が実現してくれたことだ。

　ものを知らない穂乃香のために自分の自由を犠牲にし、手助けをしてくれ守ってくれた絢人には、いくらお礼を言ってもたりない。

　今回の買収はタチバナホールディングスに利益をもたらしてくれるものと信じているが、絢人個人にはデメリットのほうが多かったように思える。

　どうしたら彼に恩返しができるだろう。

　会社の明るい未来は想像できても、自分のほんの少し先の未来は想像できない。彼のために唯一できることが「離婚」なのだという答えにたどり着いてしまうのだ。

　でも絢人は何を望み、何を考えているのか、本当のところは知らない。彼の心の内を知りたくて見つめていると、カシャ、カシャと近くでカメラのシャッターを切る音が聞こえてきた。

　何気なく音のしたほうに視線を動かす。すぐそこにカメラを構えた中年の男性がいて、そのレンズは自分に向けられていた。

（なに……？）

　許可もなくカメラを向けられることが不快だと感じ眉をひそめる。でも会場への出入りが許されているメディアを邪険にしていいものなのか、穂乃香はすぐに判断できなかった。

　たとえ勝手に写真を撮られたとしても、橘絢人の妻なら笑顔で受け流さなければならないのだろうか。

　どう対応していいのかわからず戸惑っていると、絢人が穂乃香の肩を抱き寄せながら、カメラマンに毅然と言い放つ。

「妻の写真は、撮らないでくれ」

「これは失礼いたしました。……夫人が公の場にいらっしゃることは珍しいと聞き、つい」

　珍しいどころか、はじめてだ。

　会場に入ってから絢人と一緒に招待客に挨拶をして回ったが、穂乃香へ冷たい視線を向けてくる者も少なくなかった。そういった人達は絢人の結婚相手として、穂乃香は不相応だと思っているのだろう。

　そんな時絢人はすかさず穂乃香との距離を縮め、仲睦まじい夫婦であるように装ってくれるから今夜は救われている。

　そしてこのカメラマンは棘こそないが、にやにやと値踏みするような目で穂乃香に笑いかけてきた。男は催しに合わせて黒いスーツを着ていたが、クローゼットの奥から引っ張り出してきたようなくたびれた印象がある。

「孤児が一夜にして、億万長者ですか。夢があっていいですねぇ。橘穂乃香さん、今度じっくりお話を聞かせていただけませんか？　女性誌にインタビュー記事を載せたいと考えているんです。あなたのシンデレラストーリーをぜひ聞かせてください」

　カメラを器用に片手で持った男は、あいたほうの手で胸元を探りそこから名刺を取り出し渡そうとしてくる。

　瞬間、穂乃香の肩にある絢人の指先に力がこもった。

　きっとこの不躾な男に、怒ってくれているのだろう。普段温和な性格の絢人が珍しいことだ。

　穂乃香は差し出された名刺の前に手をかざして、受け取らない意志を示す。

「私は今もこれからも、ただの幼稚園教諭でいるつもりです。残念ですが、記事にしていただくようなおもしろいお話はできそうにありません。他をあたってください」

　男はまだ何か言いたそうにしていたが、穂乃香は「それでは失礼します」と会釈をした。それに合わせるように、絢人がその場から連れ出してくれる。

　男が追いかけてこないことを確認し、絢人はしみじみとつぶやいた。

「君は大人になったんだな……」

「もう、二十五歳ですから。これでも、普段は子ども達を守る先生なんですよ」

　結婚した時、穂乃香は何も知らない十八歳の娘だった。置かれた環境に押し潰されそうになってしまい、絢人に縋るしかなかった。

　でも、穂乃香はいつまでも子どもではない。

　最近思うのは「もしも二人の出会いがもう少し先だったら」という仮定の話だ。大人になってから出会っていたのなら、夫婦らしくなれたのではないかなんて想像してしまう。

　もちろん、その想像が意味のないものだということもちゃんとわかっている。

（今日が終わったら、もう夫役から解放してあげないと……）

　心が揺らがないよう、何度でも自分に言い聞かせる必要がありそうだ。

「──橘専務、お時間です。夫人もどうぞこちらへ」

　レセプタントに声をかけられ、二人は移動した。

　いよいよ七年間共にした夫婦生活の終わりがやってくる。今日で最後だから、今だけは本物の夫婦のように、堂々と彼の隣に立とうと気持ちを奮い立たせる。

　司会者のアナウンスが入り、音楽が流れ、プロジェクターには映像が映し出された。ゲストから拍手が沸き起こる中、関係者が順に前へ出る。

　自分達も短い階段をのぼり、いざ壇上へ……。その直前に絢人は、穂乃香に顔を近付けて耳元で囁いてきた。

「そうだ。伝え損ねていたんだけど、その新しい髪型、とても似合ってるよ。今夜の君はとびきり綺麗だ」

「どうして、今そんなこと……酷い」

「ははっ」

　かっと、頬が熱くなる。からかわれているのかもしれないが、胸が高鳴ってしまう。

　彼のちょっとした言葉が、穂乃香の心をどれだけ揺さぶるのかわかっているのだとしたら、罪な人だ。

　おかげで幾分緊張はほぐれたが、気持ちを引き締め続けることに苦労した。
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　それから二時間後。パーティーがお開きになったあと、穂乃香は絢人が予約していたホテルの部屋に二人で来ていた。

「まずは、お祝いだ」

　ジャケットを脱ぎタイを取ってリラックスした姿の絢人が、高級ワインのボトルを惜しみなく開けてくれる。

　東京の夜景が一望できるスイートルーム。それに、香り豊かなワイン。

　勘違いしそうになる。これから二人で離婚について話し合うはずなのに、まるで恋人同士の素敵な夜のはじまりのようだ。

　パーティーは成功だったと言えるだろう。

　穂乃香の亡き祖父の会社、桐生マテリアルは、タチバナホールディングスの子会社になるが、社長をはじめとする社員のほとんどがそのまま残ることになっている。

　桐生マテリアルは、注目の特殊繊維の特許を取得している企業だ。今後、橘屋やグループ内の会社と連携し、ファッションやアウトドア部門での発展が期待されていた。

　絢人は以前からこの特殊繊維に注目していて、桐生マテリアルと取り引きをしていたが、今後は素材をかなり自由に使える。

　絢人は、予期せぬ遺産を相続してしまった穂乃香の保護者代わりの「夫」として、大学を卒業し社会人として独り立ちできるまでの生活をサポートする。穂乃香はその代わりに、相続した桐生マテリアルの株をタチバナホールディングスに売却する。約束を果たしたあとは、互いに自由になる。……そんな取り決めをしていたが、これで二人が結婚の時に約束した条件が満たされた。

　穂乃香は一時の安定した生活、そして絢人は会社をひとつ手に入れることができる。一見どちらにも利があり対等な契約のようだが、そうではなかったと思う。

　あまりにも時間がかかりすぎてしまった。穂乃香が大学を卒業して社会人になってもまだ、株の問題は決着をつけられなかったのだ。

「絢人さんには、本当に面倒事ばかり押しつけてしまいました」

　桐生マテリアルの創業者は、穂乃香の曾祖父にあたる人物だった。曾祖父から祖父への代替わりの時も株の相続が発生しているのだが、その配分に問題があった。

　長男で後継者であった祖父が六割、弟と妹が二割ずつという割合で相続してしまったのだ。その当時は従業員が十人ほどの小さな町工場だったとはいえ、桐生マテリアルは知らず知らずのうちに面倒な状況に陥っていた。

　一族経営の落とし穴だ。トップにいる祖父が株の過半数を所有していれば、問題ない。長い間そう思っていて、実際表立った問題もおこらなかったらしい。

　桐生マテリアルは不安定な状況にあると気付いたのは、会社が大きくなり経営方針で兄弟が対立するようになってからなのだという。

　特に祖父が体調不良になり信頼できる部下に社長の座を譲ってからは、経営を発展させることができなくなってしまった。

　祖父は自分の死期を悟った時、社員のことを考えタチバナホールディングスの傘下に入れてもらうことを検討していた。

　しかし桐生マテリアルの株は非公開で、譲渡制限がある。重要決議事項にあたるので、勝手に売ることはできない。株主総会で三分の二の賛成……つまり桐生で言えば、祖父の弟か妹、少なくとも一人の賛成が必要だった。仮に賛成を得て単独で売却しても、株の所有者が変わっただけでは経営が不安定であることには変わりない。他の親族にも株を売却してもらう必要があったのだ。

　結婚後、絢人は穂乃香の代理人となり、長い期間桐生の親族の説得を続けてくれた。特に大反対だった大叔父に対しては、黒字部門のひとつを切り離し分社化し経営を任せることで納得してもらったのだ。

　七年もかかってしまった。途中で買収の話を白紙にしてもよかったものを、絢人は最後までやりとげてくれた。

　これまで絢人はなんの不満も口にしなかったが、心の内が見えない人だ。約束を違えたことはないが、途中から避けられていたことは明白だった。

　ようやく問題が片付いた彼は今、穂乃香の目の前で満足そうにワイングラスを傾けている。

（いつ、離婚のこと……切り出せばいいのかな？）

　自分から言うべきか、相手を待つか。最初に決めたことだから、わざわざ話し合う必要もないのか。

　穂乃香がじっと様子をうかがっていると、彼はグラスを置いて微笑んだ。

「今夜は二人の記念日になる。……穂乃香ちゃんにはプレゼントを贈りたいな。宝石……指輪はどうだろう。婚約指輪も渡していなかったから」

　その提案に、穂乃香は苦い思いを押し殺した。

　絢人にとっては嬉しい記念日になるのかもしれないが、穂乃香にとってはきっと悲しい記念日になってしまう。思い出を品物として残すのはあまりに残酷だ。

「いいえ。仕事で身につけられないから。それに、代わりに時計をいただきました。あれはとても気に入ってます」

「時計とジュエリーは別だ。たまには甘えてくれたらいいのに。君が本気で望めば、願いはなんだって叶う」

　絢人は自信を持ってそう言った。確かに彼なら、穂乃香が望む「もの」ならなんだって手に入れてくれるのだろう。宝石でも、ブランド品でも、車でも、家でも。お金で買えるものならなんだって。でも穂乃香が欲しいものは、お金では買えない。

「欲しいものなら、ひとつだけあります。でもそれは無理だって笑われてしまう……」

「笑わないって誓うよ。言ってごらん」

　言ったそばからもう笑っている。絢人にとって穂乃香はきっとまだ出会った頃の十代の女の子なのだろう。子どもが欲しがるものくらいと、軽んじてはいないだろうか？

　余裕ぶった絢人に、少し腹が立った。

　彼は穂乃香が自分に寄せている恋心に気付いていたはずだ。気付いて、そこに触れないように避けていたはず。ガードして、期待など抱かせないようにしていたのだ。

　しかし今夜の絢人には隙がある。今日で最後だから油断しているのかもしれない。

「絢人さん、今私、酔ってます」

「ああ。顔が赤くなっている」

「これから私が発する言葉は、ただの酔っ払いの戯言です。明日になったら忘れることです」

　そう言って、穂乃香はグラスに残っていたワインを飲み干した。

「穂乃香ちゃん？」

　たったひとつの願いを口にする前から、穂乃香の心拍数は上がっていく。彼がどんな反応をするのか、怖くてしかたない。それでも言わずにはいられなかった。

「私を大人の女にしてください。今夜……あなたの手で。……それが私の願いです」

　絢人が息をのんだのがわかった。彼は予想もしていないことを言われ、驚いている。

　こんな素敵な部屋で、夜に男と女が二人きり。お酒も入っているというのに、穂乃香を抱くことを考えてもいなかったのだろう。

　自分でもなんて大胆なことを口にしたのかと思う。でも、今夜で最後なのだから後悔はしない。

　ここで絢人が断ってきたら、きっと彼を本気で嫌いになれる。

　そして受け入れてくれたら、一晩の幸福を胸に、新しい人生をやり直すことができるだろう。

　穂乃香は目を逸らさずじっと絢人を見つめた。逃げるのもはぐらかすのも許さない。せめて真剣に向き合って欲しかった。泣き出してしまいたい気持ちを必死にこらえて、相手を見つめ続ける。

　それは、どれくらい長い時間だったのだろうか。

「穂乃香、おいで」

　主人を慕う犬のように、呼ばれたら勝手に身体が動いた。

　向かいのソファーに座っていた絢人のところまで行き、彼の膝の上に乗って、甘えるように胸に顔をうずめる。

　こんなふうに彼と密着したことは、はじめてだ。

　この行動は間違いではないだろうか？　おかしくはないだろうか？

　不安になったのは一瞬だけだ。絢人はすぐに穂乃香の背中に腕を回して抱きしめてくる。そして穂乃香がゆっくりと顔を上げると、優しい眼差しで見つめ返してくれた。

　顎に、彼の指先が触れる。互いの吐息がかかるくらい距離が近い。

　──このままキスをして欲しい。

　そんな願いが届いたのか、それとも穂乃香が無意識に自ら距離をさらに縮めていたのか、二人の唇はふわっと重なった。

「あっ……」

　それは感じたぬくもりもすぐに消失してしまうほどの、ほんの一瞬の触れ合いだ。絢人の唇は、さらっとして柔らかかった。

「不思議だ……」

「何が……ですか？」

「どうして今まで指一本触れずにいられたんだろう。……もっと君を味わいたい」

　間違いない。絢人は今、穂乃香を確かに女として見ている。穂乃香は喜びを表すように彼の首に腕を回して、もっともっととねだった。

　それに応えるように、絢人は絶え間なく口付けを与えてくれる。強く、長く押しつけたり、唇をついばんだり。

　上層階のためか都会の喧騒も聞こえず、ＢＧＭもない部屋には、ちゅっちゅと鳴るリップ音だけが響いていた。

「んんっ……」

　絢人の舌が穂乃香の口の中にあって、渇望を満たしてくれる。激しいキスだった。穂乃香は受け止めることが精一杯になってしまう。

「あっ、絢人さん……気持ちいい。キス……すごい気持ちいい……」

「かわいい。穂乃香も、舌を出して……絡ませて。もっとよくなるから」

「あっ、んんっ、……あや、とさん。ふぁっ……」

　こうして舌を絡ませていると、身体の芯が疼く。穂乃香は本能に従って彼に自分の身体を擦りつけていた。溶けてしまいそうなくらい熱い。

「ああ、たまらない。……穂乃香、早くベッドに行こう」

　絢人は穂乃香を抱き上げ、そのままベッドルームへと向かう。柔らかいマットレスに優しく下ろされた穂乃香は、絢人からの熱心な視線を一身に浴びて身じろぎをした。

「私、暗いほうが……」

　ベッドルームの天井にはいくつかのダウンライトがあり、今はそれがすべて点灯している状態だ。

　これからドレスを脱ぐとしたら、明るい場所で裸体を晒すことになる。それは、経験のない穂乃香にとってはあまりにも恥ずかしいことだった。

　遠慮がちに申し出ると、絢人はすぐに部屋の明かりを調整して、フットライトだけにしてくれる。

「すべて、穂乃香が望むようにするよ」

　暗さに慣れず穂乃香には絢人の影しか見えなくなる。しゅっと衣擦れの音がした。絢人が、着ていたシャツを脱いだのだ。それからベッドが軋んだ。近付いてくる気配がする。

　鼓動を速めながら身を固くして待っていると、穂乃香は大きな影に覆われた。緊張のあまり固く目を閉じると、こめかみにちゅっと柔らかい感触が届く。

「そんなに緊張されると、……俺もどうしていいかわからなくなる」

　絢人は機嫌を悪くしたわけではなく、おかしそうに笑っていた。穂乃香は子どもっぽいと思われたのだと羞恥と情けなさで涙が出そうになってしまう。

「違うんです。……やめないで。お願い……さっきみたいなキスしてください」

　穂乃香は絢人の首に手を巻き付けて、縋り付くようにキスをねだった。彼が大人のキスをしてくれたらそれだけで夢中になれる。緊張も恐怖もどこかに消え失せてしまうはずだ。

　絢人は穂乃香の浮かした頭部を支えながら、願い通りに唇を重ねてくれた。さっき教えられたように、穂乃香も積極的に舌を伸ばして絡ませる。

「キス……好き……」

　合間に、息を乱しながら穂乃香はつぶやいた。

　これは大人のキスで、恋人同士のキスだ。絢人とこうしていることが不思議で、自分の願望が見せている夢なのではないかと疑いたくなる。

　夢ではなく本物であることを確認しようと、穂乃香は彼の背中や腕にも手を回してみた。人の素肌……普段は服に隠されている部分に自由に触れることも、はじめてかもしれない。

　どうしてもそこに触れたくて、彼の胸のあたりに手を移動させた。感触は弾力があって、想像より柔らかい。そして彼の心臓は穂乃香と同じくらい速く強く動いていた。

「俺だって、平静じゃないんだよ」

　唇を離した絢人が、照れたように言う。絢人も穂乃香と同じで、鼓動を高鳴らせているのだ。それが嬉しくて、くすくすと笑った。

「なんだ、穂乃香はまだ余裕だな」

　絢人は挑発するように穂乃香の顔をぐっと持ち上げる。

「嫌だったら、胸を叩いていいから」

　そう前置きした絢人は、まだまだこんなものではないと知らしめるように、穂乃香の唇をこじ開け、貪り、そしてわざと唾液を流し込んできた。

「あ、ふっぁ、……んんっ」

　ワインの香りがする。甘いから、知らず知らずのうちに酔ってしまいそうだ。口の中が満たされ、溢れてしまいそうになる。溺れてしまいそうだが、穂乃香は絢人の胸を叩かなかった。

　ごくりと、絢人が注ぎ込んだものを飲み干す。彼が喜んだのがわかった。

「絢人さん、……もっとください」

　この淫らな行為も、キスと言えるのだろうか。口の中を嬲られ、吸われ、飲み干しても絶えず与えられ酔ったように思考が鈍っていく。

　穂乃香の唇はだらしなく半開きになって、そこからどちらのものかわからない唾液が零れ落ちた。

「あっ……」

　雫が首を伝う感覚に、少しだけ理性を取り戻し、あわてて手で拭う。

「ドレス、汚れてしまいそうです……」

　この日のためにあつらえたドレスだ。次に着るような機会はなさそうだが、それでも汚したくはない。穂乃香はゆっくりと身を起こしたが、ここにきてどうすべきか迷う。自分から脱ぐのが恥ずかしかった。

　じっと見つめると、察してくれた絢人が穂乃香の背後に回る。

「脱がせてもいい？」

　穂乃香が頷くと、ファスナーがゆっくり下ろされていく。肩紐が外され、ドレスは丁寧に取り払われた。穂乃香はドレス用のセミロングタイプのブラを身につけていたが、その低い位置で止められたホックもひとつずつ絢人の手によって外されていく。

　さっきまで意識していなかった空調の流れを、肌が感じ取っている。頼りない姿につい前屈みになって、絢人からは見えていないであろう胸を手で隠した。

　すっと、丸まった背中に絢人の指先が滑る。

「あんっ……背中、くすぐったい」

「この綺麗な背中に見とれていた男が、今夜何人いたことか……」

「そんなこと、知りません」

　会場では間違った振る舞いをしないように、人からどう見られるか気にしてはいたが、穂乃香が興味を持たれたとしたらそれは、「橘絢人の隣にいる人物」としてだ。誰も穂乃香に対して熱い視線を送ることはない。

「もし俺がそばにいなかったら、たくさんの男に声をかけられたんだろうね。でも穂乃香は俺の妻で……触れていいのは俺だけだ」

　背中に、熱い吐息がかかる。絢人が顔を寄せているのがわかった。そして、指とは違う感触がした。もっと柔らかくて、優しい感触だ。触れられた場所から、じんわりと熱が広がっていく。もうくすぐったいだけではない。

　絢人が熱心になれば、穂乃香はすぐに高まり、艶っぽい吐息が漏れ出てくる。

「気持ちいい？」

「……わ、わからない」

　ごまかすように小さく首を横に振ると、隠したがる穂乃香の手をどけて、絢人は自分の大きな手でふたつの膨らみを覆う。

　ふにゅふにゅと胸を優しく揉まれている間は、我慢できた。でも絢人の指先は、時折穂乃香の胸の先端をかすめてくる。最初は偶然生まれている刺激だと思ったが、そうではなかった。

　固く立ち上がりはじめた穂乃香の乳頭を、絢人が指先でくにくにと摘まんだ。同時に背中を唇で愛撫してくる。

「んんっ、あっ、強く吸ったら……ああ」

「どんな気分？　正直に言ってくれ」

「ぞくぞくするの。……気持ちいい。どうしよう……私……」

　背中と胸に与えられる快感が、波紋のように広がっていく。胸の先端を摘ままれるたびに、下腹部が疼いてしかたない。嬌声が勝手に漏れ出てきてしまう。それを煽るように、絢人は穂乃香の感じる部分に触れる手を休めなかった。

「ふっああっ、胸……気持ちいい、ひっ……、ああっ、強い……」

　痛みを感じるぎりぎりの強さでいじられると、まだ触れられてもいない場所から慣れない感触がした。とろっとした雫が穂乃香から零れ落ちて、ショーツを濡らしてしまったのだ。

　穂乃香は膝をすり合わせて、強すぎる刺激を逃がそうとした。もじもじと落ち着かない動きをしてしまう。すると絢人は、片方の手を下へ移動させていく。

「んあっ、絢人さん！　恥ずかしい」

「恥ずかしがる必要はないよ。……ああ、濡れてる」

　湿った下着をかきわけて、絢人の指が穂乃香の秘部に入ってきてしまった。まだ、誰にも触れられたことがない場所だ。

　絢人は穂乃香がしたたらせていた蜜を、秘裂に擦りつけた。そして、潤った蜜壺の入り口に、指を一本だけ侵入させてくる。

「んんっ、んっ……あんっ」

「声、我慢しなくていいんだ」

　指先だけなら、それほどのきつさはない。でも、絢人の指が自分の中に入っている、その事実が穂乃香の欲情を煽っていた。まだ到達していない膣の奥もピクピクと蠢いている。それは絢人にもっととねだっているようでもあった。

　絢人は円を描くように入り口部分をほぐしたあと、挿入する指を増やしてくる。二本入れられると少しきつかったが痛みはない。穂乃香の隘路からは、こんなに濡れていいのかと心配になるほど蜜が溢れてきてしまい、彼の指の動きにあわせて卑猥な水音を立てはじめる。

　やがて絢人は、その発生源を探るように、指先を奥へとすすめていった。

「あっ、絢人さん……っんん」

　刺激が強まって、穂乃香は思わず口元を押さえる。

「かわいい声をもっと聞かせてくれ」

「でも、私だけ……」

　一人で乱れているのが恥ずかしい。声を出すことに抵抗がある。自分がおかしなことをしてしまうのではないかと不安になる。

「そんなことない。ほら、穂乃香……感じて」

　絢人がさらに身体を密着させてくる。また心臓の動きが伝わってきた。さっきと変わらず心音が速い。そして──。

「絢人さんの……」

　今、穂乃香のお尻のあたりに絢人の男性の部分があたっているのだ。彼は穂乃香の身体を触りながら興奮してくれている。彼のどの部分より熱くて、固かった。

「穂乃香が感じてくれると、俺も興奮するんだ……」

　絢人は穂乃香の肩に顎を乗せ、吐息を漏らした。そして秘部への愛撫をそのままにして、余っているほうの手で、同時に胸の先にも刺激を与えてくる。

「……はぅ、ああっ……そんなにしたら、私っ」

　穂乃香は腰を震わせながら、波のように襲ってくる刺激をどうにかやりすごそうとする。しかし、彼の親指の腹が、穂乃香の秘部にある小さな突起をかすめた時、理性が吹き飛んでしまう予感がした。

「あっ、だめ……それは……ああっ。絢人さん、怖い」

「いいんだ。怖くない。気持ちよくなれるだけだよ」

　中と花芽、そして胸……快感の波がどんどん大きくなってくる。もう受け流すことができなくなってしまいそうだ。限界を突破すると、自分は一体どうなってしまうのだろう。未知の領域に足を踏み込むのだとわかり、臆病になる。

　でも、心のどこかではその先を知りたいと思っていた。絢人にもそれが伝わっているのか、彼は手を止めなかった。

「穂乃香がイクところ、見せて欲しい」

　耳元で囁かれた声さえ刺激になる。穂乃香は彼の言葉から、自分が絶頂へ向かっているのだと理解した。

「あっ、絢人さん、私……私……ああぁっ」

　びくびくと腰が跳ねる。穂乃香は簡単に絶頂に押し上げられてしまった。膣壁は絢人の指を咥えたまま、ひくひくと痙攣し続けていた。

　絢人は穂乃香が落ち着くようにと、耳たぶや背中に軽くキスをしてくれるが、すべての感覚が研ぎ澄まされているようで、少しでも触れられただけで小さな快楽の波が起きてしまう。

　蜜壺からゆっくりと指を抜かれると、したたるほどの蜜が溢れてきてしまった。

「絢人さん……」

　名前を呼ぶと、絢人がぎゅっと抱きしめてくれる。汗をかいて冷えそうな身体が、ぬくもりに包まれた。

　そしてすっかり乱れた穂乃香の呼吸が整いはじめた頃、絢人は穂乃香をベッドに横たえさせた。

「俺達の今までの関係は終わりだ。明日からは新しい二人になれる」

「……はい」

　それが決別を意味するものなら、この行為は別れの儀式になるのだろうか。

　絢人は自分の服をすべて脱ぎ捨てて、穂乃香の前に裸体を晒した。

（すごい……）

　思わず息をのむ。

　服の上からではわからなかった、上半身の男性的なたくましさ。絢人にスポーツの趣味があるとは聞いていないが、日々トレーニングをしていることが伝わる均整のとれた筋肉の付き方をしている。強さを感じる大きな肩と比較して、ウエストはぎゅっと細く引き締まっていて美しい逆三角形を描いている。

　何より穂乃香の釘付けにさせたのは、上を向き彼の臍のあたりまでそそり立っている雄々しい象徴だ。指とはまったく違う太さをしているそれを、受け止めることができるのだろうか。

　絢人は穂乃香の手を取って、自分の下半身へと導いてくる。誘導され、彼の昂りに触れる。とても熱くて、触れているだけで穂乃香の興奮は増す。これは、穂乃香にとって怖い存在ではない。軽く握ると、絢人がうっとりとした吐息を漏らした。

「余裕がないんだ。ごめん……」

　絢人は穂乃香の手をよけると、蜜口に、己の屹立を宛がった。これから自分達は、ようやく繋がることができるのだ。穂乃香はほんの少しの怯えを必死に隠して、大きく呼吸をした。

　ぐっと熱杭が入り込んでくる。隘路が悲鳴を上げていた。思わず絢人にしがみつく。

「あっ、大きいっ……私、こんなの……壊れちゃう」

「痛いよね？　ごめん。でも大丈夫。穂乃香は俺を受け入れられるようになっているから。……ゆっくりすすむから、耐えてくれ。もうやめてやれないんだ。……ああ、もう引き返せない」

　絢人こそ苦しみに耐えているように思え、穂乃香はどうにか強ばる身体に大丈夫だと言い聞かせる。

「んっ、いいの。……私、ずっとあなたとこうしたかったから……もっと奥に、我慢しないで」

　絢人の息がどんどんと荒くなっていった。まるで穂乃香に夢中になってくれているようだ。

　痛みで瞳が潤んでしまうが、泣かないと決めていた。彼の記憶にも、素敵な経験として刻みつけたいのだ。

　絢人は時間をかけて穂乃香の奥までたどり着いた。そして、懸命に受け入れた穂乃香の額にキスをくれる。

　それから幾度となく口付けを交わしていたが、やがて絢人の腰がゆっくりと動きはじめた。

「……はぅっ、ああ、私……、あっ、んん」

　痛みの中に、わずかに別の感覚が生まれている。穂乃香は、それを必死に追う。

　キスの合間に、嬌声を漏らしはじめた穂乃香を確認した絢人は、安堵まじりの微笑みをくれる。そして……。

「嫌になるほど思い知るといい。俺がどれだけ耐えてきたかを」

　絢人は激情をぶつけるように抽挿を速めてきた。肌と肌が当たる音と、くちゅくちゅと結合部分から発生する卑猥な水音、そして絢人の荒々しい息づかいを聞きながら、与えられる快楽を必死で受け止める。

「あっ、絢人さん……ああっ、激しいっ、んあっ──」

　穂乃香が絶頂に押し上げられた直後、絢人が強く腰を押しつけて、奥に熱い飛沫を放った。

　びゅっ、びゅっ、と放たれる精を感じるたびに、穂乃香は歓喜する。

「あっ、んっ、ああっっ。どうしよう……私、嬉しい。すごく嬉しい」

　それが束の間の幸せだったとしてもかまわない。この人は穂乃香の夫で、はじめての男。

　最初に決めた約束のとおり、これから別々の人生を歩むことになったとしても、それだけは揺るがない事実となった。
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　翌朝、穂乃香は絢人の腕の中で目を覚ました。

（夢じゃなかった……）

　今、穂乃香の隣には、美しい裸体をさらけだしたまま眠る絢人がいる。

　落ち着かない気分になった穂乃香がもぞもぞと動くと、絢人が存在を確認するよう身体を抱きしめてきた。

「穂乃香……」

　彼も目を覚ましたのかと思ったが、呼吸はまだ眠っている時のものだった。

　今、絢人はどんな夢を見ているのだろう。無意識でいるはずの彼に優しい声音で名を呼ばれると、せつなくなってしまう。このままずっと彼に抱かれていたい。

　でも差し込む朝の光が、穂乃香を現実に引き戻してくる。

　目覚めた彼は、どんな顔を穂乃香に向けてくるだろう。後悔を滲まされてしまったら、きっと耐えられない。

　眠っている絢人に気付かれぬようゆっくりと腕から抜け出して、散らばった服を拾いながらそっとベッドルームを出た。

　そしてメインルームのテーブルに、昨日渡しそびれてしまった離婚届を入れた封筒を置く。すでに自分が書くべき項目に記入は済ませてあるし、一緒に離婚条件の草案も添えてある。

　これは上手く言葉にできなかった時のために、先にまとめておいたものだ。

　二人は、離婚の時は金銭的な請求をしないと決めていた。それは穂乃香が株の売却により、身に余る金を得ていることを前提とするものだった。

　実際にそのとおりになったわけだが……今は約束を覆すつもりだ。今回得たお金の半分は、財産分与として彼に渡したいと穂乃香は考えている。

　二十代半ばから、三十代前半。絢人の人生の一番自由で楽しい時間を奪ってしまった。

　その価値は金に換算できるものではないとわかっているし、裕福な絢人に対しての恩返しになるとも思えない。それでも穂乃香の気が済まなかった。

　メモで「今までありがとうございました」と走り書きして、ペーパーウェイト代わりにずっと大切にしてきた腕時計を置く。

　形に残るものはここに置いて、一夜の幸福だけを思い出に、穂乃香はこれから一人で人生をやり直さなければならない。

　ドレスにショールを羽織った早朝には似つかわしくない姿で彼の部屋を出て、「誰にも会わないように」と願いながら自分が宿泊する予定だった部屋に戻る。

　シャワーを浴びたかったが、長くこの場所にとどまることをためらい着替えだけすませた。

　エレベーターを使ってロビーがある階に到着した穂乃香は、フロントに向かって歩き出す。

　その時、前方からショートカットヘアの綺麗な女性が歩いてくる姿が視界に入ってきた。

（あ……、あの時の人だ……）

　以前一度だけ会ったことがある。橘屋の関係者だから、パーティーに出席していてそのままここに宿泊したのだとしても、何らおかしいことではない。

　相手も穂乃香の顔を覚えていたのか、すれ違い様に、にこやかに軽く会釈をして去っていった。

　前に会ったのは、穂乃香がまだ学生だった頃だ。その人に何かされたわけではないが、絢人とは随分親しい関係のようで意識せずにいられなかった。

　今、こうしてこの場所ですれ違ったことを皮肉めいた運命のように感じて、穂乃香はうつむきながら持っていたバッグを抱えた。






２　差し伸べられた手は








　二人の関係のはじまりは、穂乃香がまだ制服を着ていた高校三年生の頃にまで遡る。

　十八歳の誕生日を迎えたばかりの穂乃香は、それまで恵まれた人生を歩んではいなかった。両親を事故で亡くしたあと、父方の伯父の半はん田だ家に引き取られていたが、そこでの扱いは思い出すと今でも具合が悪くなるほど酷いものだった。

　いつも威張っているがだらしない伯父、穂乃香を嫌う伯母、そして一番の問題はひとつ年上の従兄の健けん司じだ。

　彼は引き取られた頃から穂乃香を邪険に扱っていたが、それが年々悪化し、機嫌が悪いと穂乃香に暴力を振るうようになっていた。

　当時の従兄は浪人中の予備校生で、穂乃香のほうが成績がよかったから目障りだったのだろう。

　穂乃香は大学進学を目指していたが、従兄のように塾に通わせてもらうことはできなかった。伯母の代わりにほとんどの家事をこなしながら、少ない小遣いから問題集を買って勉強することが精一杯だった。

　そうして本格的に進路を定めなければならない初夏、伯父夫婦に志望校を打ち明けると怪訝な顔をされてしまう。

「その大学はだめよ。背伸びをしないで、身の丈に合ったところにしなさい」

　高校の担任教師から問題ないと言われている志望校なのに、伯母は穂乃香の身の丈に合っていないと言い切る。それは自分の息子よりよい大学には行かせないという、伯母の身勝手な気持ちからくるものだとすぐにわかった。

　しかし穂乃香の立場では大学を受験させてもらえるだけ、恵まれていると思わなければならない。わかっているが悔しかった。

　いっそこの家の人達と決別できないだろうか。今までは経済的な問題と自由を天秤にかけ、迷わず「我慢」を選んでいた。

　無償でこき使われたとしても、ちょっとくらい叩かれたとしても……あと数年で真の自由を手に入れることができるから。でも行きたい学校があるのに、理不尽な理由で妨害された穂乃香は、さすがにくじけそうになった。

　

　祖父が弁護士を通じて穂乃香に連絡をよこしてきたのは、そんな鬱々とした毎日を送っていたある日のことだった。

　母方の祖父で、桐生巌いわおという人物だ。弁護士の話によると現在入院中で、余命幾ばくもないから生前整理のために連絡をしたのだと言う。

（なんで、いまさら……）

　穂乃香はこれまで一度も、祖父に会ったことがなかった。両親は駆け落ちの末、勢いで結婚をしたと聞いている。祖父の名は、葬儀の時の香典や供花で目にしたから知っていたが、直接会いに来てくれたことはなかった。

「桐生会長は、後悔されているのです。もっとあなたの状況を気にかけておくべきだったと」

　弁護士の話によると、祖父は会社を経営している裕福な人物で、母はその一人娘だったそうだ。祖父が、無名の画家だった父との結婚を猛反対したため、母は実家と決別して愛する人との人生を歩むことにした。

　穂乃香の両親はとても仲がよく、裕福ではなかったが家族三人で生活していた頃は幸せだった。祖父はその点についても今は理解していて、葬儀の時に姿を見せなかったのは、合わせる顔がなかったからなのだという。

「でも穂乃香さんのことは、ずっと気にかけていらっしゃったんですよ」

「……嘘を言わないでください」

「いいえ、嘘ではありません。ただ、気にかける方法が間違っておりまして」

　そこから、弁護士は意外な話をはじめる。

「穂乃香さんが生きていくために必要な金銭は、毎月半田夫妻にお渡ししておりました」

「……え？」

「金銭的に不自由させないなら、年寄りと二人で暮らすよりもよいと判断されてのことでした。でも桐生会長が望んでいたごく普通の生活は、叶わなかったようですね。実はそういった環境で、里親にお金を使い込まれてしまうケースは、少なくないのですよ」

　弁護士から、どれほどの金額が穂乃香のために送金されていたか、具体的な数字を聞いて驚きを隠せなかった。一人でもどうにか暮らしていけるだけの金額が、祖父から半田夫妻に送られていたのだ。

　これでアルバイトをさせてもらえなかったことや、穂乃香に対しての扱いが酷いのに大学には行かせてくれようとしていたことなど、一貫性のない伯父夫妻の言動をようやく理解できた。そして理解と同時に怒りを燃やす。

　穂乃香は半田家のお荷物で、善意で面倒を見てやっているんだと、夫妻から今まで何度も言われていた。きちんと学校に行かせてやっている、小遣いも渡している、だから家事全般を担うのは当然で、常に感謝しなければならないのだと。

　本当にそうだったのだろうか？

　彼らは、桐生の祖父の耳まで届く可能性がある事柄については、とても慎重だったのだ。

　もし穂乃香にアルバイトをさせ、それを祖父に知られたら、金銭の支援をしているのにどうしてと怪しまれてしまう。

　進路についても同じだ。穂乃香に対して教育熱心ではない伯父夫婦だが、支援がある以上高卒で就職させるわけにはいかなかった。でも穂乃香が秀才である必要はなかったから、従兄の志望校よりレベルの低い大学に行かせようとしていた。

「桐生会長は古い世代のかたですからね。人に任せた金銭を細かく管理し口を挟むことは体裁が悪いと考えていらっしゃった。半田夫妻はあなたを引き取る時『娘が欲しかった、実子と分け隔てなく育てる』とおっしゃっていたそうです。それで今まで置かれた状況に気付けずにいました」

　弁護士からこれまでの話を聞き終えて、穂乃香の心はぐちゃぐちゃになってしまった。

　その日は祖父のことまで考えることができなくなり、この先のことを定めないまま弁護士と別れた。

　家に帰ると、帰宅が遅くなったことを伯母から咎められてしまう。早く夕食の準備をしろと急かされたので、穂乃香ははじめて伯母をにらみつけた。

「……伯母さん、実は桐生の祖父から連絡がありました」

　その一言で、伯母は黙り込む。後ろめたいと顔に書いてあった。今日知った話に現実味が増していく。

　そのまま部屋にこもっていても、伯母はもう何かしろという命令をしてこなかった。一度だけ、今までに聞いたことがないような優しい声で「穂乃香ちゃん、どうしたの？　具合が悪いの？」と確認されたが、大丈夫だと返せばそれきりだ。

　

　穂乃香は一晩泣いて、翌日今度は自分から弁護士に連絡を入れた。

「祖父に、会いたいです……」

　過去を恨むより、自分の未来を考えなければならない。早くこの生活から脱却したいと強く願うようになっていた。そのためには、祖父を頼ることが近道だ。

　期待はしていない。再会を喜んで「今まで悪かった」と涙ながらに謝ってくれるような人ではないと、かいつまんで聞いた話からそう感じていた。

　ただ、穂乃香が必要としているのは家族の愛情ではなく、伯父夫妻に対抗できる大人の手助けだったから、それでいいと割り切って会うつもりだった。

　弁護士はすぐに日程を調整して、面会の都合をつけてくれた。

　そして三日後の学校帰り、穂乃香は指定された総合病院まで一人でやってきた。

　そこは穂乃香が今住んでいる地の、隣の市にある大きな病院だ。

　病院の入り口で弁護士と待ち合わせ、祖父のいる病室に案内してもらう。

「こちらです」

　桐生と書かれたネームプレートがある個室。ノックのあと弁護士がスライド式の扉を開けると、年老いた老人がベッドから腰を起こして佇んでいた。

「お前が、穂乃香か……」

　第一印象は偏屈な老人だ。鋭い視線で一瞥したあと、すぐに窓のほうに顔を向けてしまい、彼は口を閉ざした。

　予想以上の頑固者らしい。それでも先に連絡をとってきたのは巌のほうだ。こんな態度だが、拒絶はされないはず。

　挨拶だけはきちんとしなさいと言っていた母の言葉を思い出し、穂乃香はどうにか声を発した。

「は、はじめまして、お祖父様……」

　祖父と呼んでよかったのだろうか。巌は相変わらずこちらを見ない。長い、長い沈黙がやってきてしまう。

　帰ったほうがよいだろうか。穂乃香は所在なく視線をさまよわせる。

　目が合ったのは一瞬だけだったが、余命宣告されているとは思えないほど血色よく、元気そうだ。

　さて、どうすればいいのかと控えていた弁護士に視線を向けると、彼は途方に暮れた顔をする。それでも帰っていいとは言ってくれなかったので、黙って時間が過ぎるのを待つしかなかった。

　この病院は最寄り駅から少し離れた場所にあり、周辺には木々が生い茂っている。茜色に染まりはじめた空をじっと見ている祖父は、何を考えているのか。

　穂乃香が窓の外から聞こえてくるヒグラシの鳴き声に何気なく耳を傾けていると、低い声のつぶやきが聞こえてきた。

「……小さ夜よ子こ」

　それは、巌がようやく放った言葉だ。

　驚いてよく見ると、皺の目立つ手が震えていた。小夜子とは、穂乃香の母のことだった。あの一瞬で、彼は穂乃香に娘の面影を見たのだ。

「お祖父様、こっちを見てください。私と母はそれほど似ていませんよ」

　穂乃香が呼びかけると、巌はゆっくりと向き直ってくれた。彼は涙こそ流していなかったが、目を赤くさせているようだ。だから、窓の外を眺めてごまかしていたのか。

「そのとおりだ。お前は穂乃香だ。小夜子とは似ておらん。死にかけの老体だが、頭はまだ耄碌していないからな」

　顔をよく見せてごらんと、そう言われた気がしたので穂乃香はベッドの脇まで近付いた。

「もっと早く気付いてやれたらよかった」

　終始気難しい顔をした巌は、穂乃香に笑いかけてくれることはなかった。でも、不器用でかわいいと思ってしまった。

（そういえば、お母さんから恨み言を聞かされたことはなかったな……）

　昔堅気でしかたのない人。決別した自分の父親について苦笑しながらそう語っていた記憶はあるが、思慕と愛情は消えていなかったはずだ。

「今、会えてよかったです」

　もっと早ければなんて言い出したらきりがない。今ある時間を後悔しないように。

　きっとこの人が自分にどんな態度をとっても、もう嫌いになることはないのだろう。穂乃香はそう確信した。

　

　二度目のお見舞いも、学校帰りにタクシーを使って会いに行った。穂乃香が病室に入ると、そこには先客がいた。

　巌が陽気な雰囲気で喋っていたので、きっと親しい相手なのだ。ただ、後ろ姿と声だけでも、巌とは世代の違う人だとわかり、意外な組み合わせに驚いた。

「おお、穂乃香か……よく来たな」

「お邪魔でしたね。申し訳ありません」

「いや、ちょうどよかった。こちらは取引先のかたでな。橘さんだ」

　巌は機嫌よく穂乃香を招き入れて、客人を紹介してくれる。

「はじめまして、橘絢人です。桐生会長には日頃からお世話になっております」

　振り向いた客人──橘絢人と目が合った時の動揺は、今でもずっと覚えている。絢人がとても素敵な人だったからだ。芸能人に出会ったら、こんな気持ちになるのだろうか。テレビＣＭや雑誌に掲載されてもおかしくないレベルで、高そうなスーツを着こなしていて、かっこいいと、純粋にそう思えた。

　そんな彼を前に穂乃香の頬はかっと赤くなり、鎮めるのに必死になった。

「……はじめまして、半田穂乃香です」

「君が！」

　絢人は穂乃香の名前を知っていたらしい。

　直後、ベッドの上の巌がごほんとわざとらしい咳をする。

「今ちょうど、会長からお話をうかがっていたところです。よろしく、穂乃香ちゃん」

　どんな話をしていたのだろう。もしかして「かわいい孫がいる」なんて、世間のおじいちゃんが若者に対して言いそうな内容だったのだろうか。そんなことを口にする巌は想像がつかないが、少なくとも悪口ではないはずだ。

　それから巌は、将棋がしたいと言い出した。以前から絢人と手合わせの約束をしていたらしい。穂乃香は帰ろうとしたが、そこにいるようにと言われてしまう。

　病室にはベッド以外に応接用のローテーブルと四人分の椅子があるので、三人でそこに移動する。巌と絢人は向き合って将棋をはじめ、穂乃香は横で机に出されたお菓子を食べながら対局を見守ることになった。

　巌の病室には、食べ物がたくさんある。見舞いにきてくれた人が手土産に置いていってくれるのだ。

　闘病中の巌にとって、病院で管理されていない間食はよくないのではないか。つい「大丈夫なの？」と口出ししてしまったが、巌からは「もういいんだ」という答えが返ってきた。

　もういい。治る見込みがないから。好きなことをして、好きなものを食べていい。そういう意味だとわかると、つんと目の奥が痛くなってしまった。

　出会ったばかりなのに、元気そうなのに、まだ実感がわかない。

「穂乃香、そんなことよりこの菓子は上手いぞ。橘さんが買ってきてくれたんだ。銀座にしかない有名店の土産だぞ。ほれ、食べてみるといい」

　そう言って巌は餡の入った和菓子を穂乃香に渡してくれた。

　駒を指していたのは二時間ほど。途中、巌は仕事の話もしていたが、絢人だけでなく穂乃香にも自分の会社がどんな業務をしているのか、聞かせたがっていた。

　繊維メーカー「桐生マテリアル」が、不景気の苦境を乗り越えてきた話。そして、未来の展望の話だ。病に倒れても情熱を失っていない。巌の話は聞いていておもしろかったし、頑固なところはあるが純粋に尊敬できる人だと思えた。

　そうして日も暮れて、病院の面会時間が終了となる頃、巌はさりげなさを装ってこんなことを言いはじめる。

「暗くなってしまったな。橘さん……すまないが、穂乃香を家まで送ってやってくれないか？」

　その瞬間、この日巌が最初に言った「ちょうどよかった」の意味がわかった気がした。

　絢人も察したのか、二人で顔を見合わせ苦笑してしまったが、その場では了承したふりをする。

　そうして巌に別れの挨拶をして、病院の建物から出てすぐにあるロータリーで、穂乃香は立ち止まった。

「なんだか祖父が申し訳ありません。ここで大丈夫です。本当はタクシー代をもらっているんですよ」

　穂乃香は絢人の年齢を知らなかったが、年上の巌を相手に落ち着いた態度を取っていることから、社会に出て数年は経過している人物だと予想した。

　高校生の穂乃香からすれば、絢人は自分とはまったく違う大人の男性であり、彼からすると穂乃香はただの子どもだ。

　しかし、八十歳の老人には「若い二人」に見えてしまうものなのだろう。自分の孫と、気に入っている若者を引き合わせる。この、わかりやすいお膳立てに、絢人が最後まで付き合う必要はない。

　しかし穂乃香が辞退を申し出ると、絢人は困った顔になってしまう。

「いや、約束を違えるわけにはいかないよ。ぜひ送らせてください」

　あとから祖父にこの事を尋ねられたら、嘘は吐けないのだろう。

「……では、お言葉に甘えさせていただきます」

「うん。君は素直でいい子だね」

　きっと絢人は、穂乃香をわざと子ども扱いしたのだろう。巌が期待するような対象にはならないことを、伝えたのだ。

　それは下心がないと穂乃香を安心させるためだったのかもしれないが、予防線を張られた気がして、なんだかがっかりしてしまった。

　病院の駐車場に止めてある車まで案内される。絢人が乗ってきたのはシルバーのハッチバックタイプの車だった。

「今日は社用車だから、乗り心地はあまりよくないよ」

　言いながら、さりげなく助手席のドアを開けてくれる。穂乃香が乗り込むと、自身は運転席側にまわりエンジンがかかる。

　絢人の運転は、急がず丁寧で乗り心地はとてもよかった。一緒に暮らす伯父の運転は、急発進急ハンドルで、穂乃香は常に身体に力が入った状態で乗るようだった。それが癖になってしまったのか、タクシーでも緊張してしまうようになっていた。

　でも、絢人の運転なら大丈夫だった。最初は運転の邪魔をしてはいけないと黙っていた穂乃香だが、眠くなってきてしまいそうだったので、赤信号のタイミングで話しかけてみる。

「橘さんは、都内からいらっしゃったんですよね？　わざわざ祖父のために？」

　銀座にしかない店の土産を持ってきたようだから、職場はそのあたりなのだろうと穂乃香は推測した。

　東京の隣県であるこのあたりまでは、渋滞していなければ、高速道路を使用して一時間半くらいの距離だ。半分は仕事なのだろうが、それなりの距離を運転し、将棋に付き合い、最後は居合わせた孫の足代わりにされるなんて気の毒な話だった。

「それくらい、重要な人なんだ。実は業務提携の話をすすめていたところでね、これからもちょくちょく来ることになると思う」

「そうなんですか。私、祖父と会ったのは今日が二回目で、仕事のことはよく知らなくて……」

「そうみたいだね。さっき穂乃香ちゃんが病室に入ってくるまで、桐生会長は君の話ばかりしていたんだ。よほど会えて嬉しかったみたいだ。……なるべくたくさん顔を見せてあげるといい」

「はい！」

　それから車内では、絢人から見た祖父の話を聞いた。

　最初に会った時は面倒な頑固者だと思ったこと。しかしすぐに打ち解けて、仕事の展望を語り合う仲になったこと。

　お酒を飲んだ時は、懺悔するように過去の後悔を語ることもあったそうだ。仕事優先で、妻や娘とすれ違ってしまったことを絢人に打ち明けていたのだという。

「実は随分前から、会いたいけれど会えないお孫さんがいると聞いていたんだ」

「会いたいと思ってくれていたことすら、最近まで知りませんでした」

「君のお母さんが亡くなったのは、自分のせいだと思っているからね」

「両親は事故で亡くなったので、祖父のせいではないんです」

「わかってはいても、もしも何かが違っていたらって思ってしまうんだろう。後悔しているなら、一度だけでも連絡をとってみたらいいって何度も説得したんだけど、なかなか首を縦に振らなくて。……間に合ってよかった」

　巌と絢人の繋がりは穂乃香の想像以上に深かった。ただのビジネスの関係ではなく、歳の離れた友人のようなものか。

　もしかしたら、巌がここにきて連絡をよこしてきたのは、絢人の説得が影響しているのかもしれない。

　赤の他人のために心を砕いてくれていた絢人に感謝する一方で、自分よりもよほど祖父と家族のようだと、穂乃香は少しだけ嫉妬してしまった。

　夜の道は比較的すいていて、三十分ほどで自宅近くまでやってきた。

「ありがとうございました。ここで大丈夫です」

　穂乃香は家から一番近いコンビニを指定して、そこで車を停めてもらうようにお願いした。

　夜だから家の前まで送ると言われたが、穂乃香はそれを断った。

　やましいことがあるわけではないのに、なんとなく伯父達には「男の人に送ってもらった」ことを知られたくなかったのだ。

　コンビニの駐車場に入って、もう一度お礼を言う。車を降りようとしたところで、絢人が引き留めた。

「待って。……これからお祖父さんのことで必要になるかもしれないから、連絡先を交換したい。名刺、もらってくれるかな？」

　絢人は着ていたスーツの内ポケットから、長方形の白いカードを取り出した。穂乃香はそれを素直に受け取って、コンビニの明るい照明を借りてじっと眺める。

「橘屋……マーケティング戦略室・室長。……橘……さん？」

　さっきまでの会話で祖父の会社の話は出ていたが、絢人のほうは具体的になんの仕事をしているのか聞いていなかった。

　差し出された名刺に記載されていた会社名──橘屋は、東京に本店がある誰でも知っている老舗デパートだ。おそらく二十代だろう絢人は、若くして随分立派な役職にあるようだ。しかも社名と本人の名前がどちらも「橘」ときている。

　もしかすると──？

　疑問を投げかけるように絢人を見つめると、彼は目を細めて言った。

「橘も、君のお祖父さんの会社と一緒でもともとは一族経営でね。肩書きはどうでもいいと思っていたけれど、怪しい者ではないことは伝わるかな？」

「最初から、怪しんでなんかいません。あのお祖父様の態度を見たら、わかります」

「いや、君はもっと警戒したほうがいい。もし次に同じようなことがあったら、絶対に誘いにはのらないように」

　絢人がしごく真面目な顔で諭してくるので、穂乃香は思わず笑ってしまった。

「じゃあ橘さん以外の人には、そうします」

　実際、相手が絢人でなかったら、断っていたと思う。いくら祖父にお膳立てされたとしてもだ。

　制服を着た十代の女の子が成人男性からどういう目で見られやすいか、安易に二人きりになったらどういう危険があるかわかっているつもりだ。

　でも絢人は違う。彼はあきらかに穂乃香のことをそういう対象として見ていない。それに子どもを相手にするほど不自由はしていないだろう。

　だから今もこんなにはっきりと注意ができるのだ。

　一方、穂乃香はそんな彼に同級生とは比べることができない大人の魅力を感じた。自分の中にこんな浮ついた部分があると思いもしなかったが、憧れの念を抱くのは自由だろう。……それを押しつけさえしなければ。

　穂乃香はもらった名刺をすぐに鞄にしまおうとした。用もないのに連絡しないという自分への戒めのつもりで。すると、それを見た絢人は苦笑する。

「鞄にしまったまま名刺の存在を忘れられそうだ。……連絡を取りたい時はトークアプリのほうがいいのかな？」

「あっ……は、はい。そうですね」

　連絡先の交換が認識していたよりも本気だとわかり、どきどきしながら自分のスマホを取り出す。ふたつのスマホは繋がって、互いのアイコンが表示される。二人とも、ただの海が映る風景の無個性なアイコンだったので、顔を見合わせて笑ってしまった。

　それから穂乃香はお礼を言って、スマホを握りしめたまま車を降りた。

　絢人はついでに飲み物を買うのだと言って一緒に降りたが、穂乃香が路地の角を曲がるまでずっとその場から見送ってくれた。

　

　半田家はコンビニから歩いて数分の住宅街にある。

　穂乃香は自宅に到着すると、玄関を開けて小さな声で帰宅を告げた。

　伯母はあれから態度が変わり、穂乃香に対しての要求がかなり少なくなった。今日も事前に帰宅が遅くなることを知らせておいたら、自分から「夕飯は大丈夫よ」と言ってくれていた。だから、それほど不安を持たずに帰宅できたのだが……玄関先で待ち構えていた健司の姿を見て、嫌な予感を覚える。

「お前さぁ、この前も帰りが遅かったよな」

「大事な用があって。……伯母さんから聞いていないの？」

　靴を脱いで家に上がるが、健司が立ち塞がるように穂乃香が先にすすむのを阻む。

「お前のせいで、こっちはまた不味い弁当だ。おかげで夜食買いに行くはめになった。いらつくなぁ……居候なんだから飯くらい作れ」

「私、召し使いじゃないよ」

　穂乃香は健司の脇をさっとすり抜けて、そのまま二階にある自分の部屋に向かうため階段を駆け上る。

　健司がすぐ後ろを追いかけてきているのがわかった。そして、部屋のドアノブに手をかけた瞬間、手を掴まれてしまう。

「待てよっ」

「やめて！」

　振り返り反抗心を燃やして睨むと、健司はいっそう苛立ちを見せた。

「口答えすんな」

「やめてよ。あなたがこんなことする権利ないんだから……」

「権利ならあるだろう。孤児のお前の面倒を見てやってるんだからさ。お前、最近どうした？　いつからそんな生意気になったんだ？　さっき、誰といた？　コンビニにいたヤツ誰だよ」

　見られていたのだ。「夜食を買いに」と、健司は言っていた。あの時コンビニに来ていたのだろうか。でも──。

「関係ない。私がどこで何をしてようが関係ない。……もうすぐ、こんな家から出ていってやるんだから」

　吐き捨てるように言うと、目の前の扉が動いた。健司が突然開けたのだ。穂乃香は支えを失いバランスを崩したが、直後別の強い力が加わる。

　蹴り上げられ部屋の中に放り込まれてしまった。穂乃香は膝を床に強く打ち付けながら、前のめりに倒れ込んでしまう。

「やっ……やめて」

　膝の痛みに耐える暇もなく、健司は穂乃香をボコボコと蹴り続ける。憂さ晴らしがはじまってしまった。こうなると、身体を丸めてひたすら耐えるしかない。

「お前さぁ、男捕まえて出ていこうとしてるのかよ。何？　もしかして援交？」

　そこでぴたりと暴力が止まる。終わったのかと顔を上げると、健司の視線は、スカートの裾が乱れ露わになっていた穂乃香の太もものあたりにあった。

　気持ちが悪くて、吐き気がする。痛みだけなら耐えられた。でもこの視線と、これから起こりえるかもしれない事態には耐えられない。

　穂乃香は怯えた。大声を出そうとしたが、上手く喉を震わすことができない。

（助けて……。誰か……！）

　この家で味方など、自分を守ってくれる人など誰もいない。その事実に心が折れそうになる。あきらめかけて、ぎゅっと固く目を閉じた。

「──ねえ、健司？　穂乃香ちゃん？　何か大きい音がしたけれど、どうしたの？」

　直後、伯母の声が耳に届く。

　健司は舌打ちをしたあと、部屋から出ていく。廊下から階段下に向かって、「なんでもない。足、引っかけて転んだだけ」と説明していた。

（助かった……？）

　伯母は、健司が穂乃香に何をしているのか、気付いている。穂乃香を守るためではなく、息子を犯罪者にはしたくないから行き過ぎないよう、注意はしないまでもさりげなく止めにきたのだ。

　健司も伯母に反抗はしない。伯母と話したあと健司はそのまま自分の部屋に戻っていったようだ。機嫌は完全によくなってはおらず、当てつけのようにバタンと強く扉を閉めた音がした。

　

　それからしばらく何も手に付かなかった穂乃香だが、二時間くらいたった頃、床に転がっていたスマホからの通知に気付いて、のそのそと起き上がった。

　スマホを手に取ってディスプレイを確認すると、絢人からメッセージが届いていた。

　無事、彼の居住地である東京に戻ったことを知らせるものだった。

　穂乃香は一瞬、この二時間の間にあった出来事について、絢人に聞いてもらいたくなった。しかしすぐに自分の心の中で否定的な考えに至る。

　この環境、この状況にある自分が恥ずかしい。穢れているようで、とにかく知られるのが恥ずかしかった。絢人にも祖父にも知られたくない。そう思ってしまった。
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　二、三日に一度は祖父の見舞いに行きたいと考えていた穂乃香だが、三度目のお見舞いは、すぐに行くことができなかった。

　暴力を振るわれたせいで、腕と足にあざができてしまったことを隠したかったのだ。

　黒いサポーターを膝と腕に付けていた穂乃香を見て、学校の同級生は「ドジね」と笑ってくれた。教師からも一言尋ねられたが、転んだと言えば「そうか」と言うだけだった。伯父と伯母は気付かないふりをし続けている。

　そして前回のお見舞いから一週間たった日、絢人からのメッセージが届いた。

『明日、桐生会長に用事があります。一緒にお見舞いに行きませんか？』

　穂乃香はお見舞いに一緒に行くことをためらい、明日は都合が悪いと返してしまった。すると、すぐにスマホが着信音を奏ではじめる。

　絢人からだ。

『穂乃香ちゃん、こんばんは。明日は何時くらいまで予定があるのかな？』

「えっと……」

　穂乃香は、返事に詰まってしまう。なぜだろう、都合が悪いと言った穂乃香の嘘を、すでに見破られている気がした。

『受験生で勉強が忙しいのはわかってる。でも、お見舞いには行ったほうがいい。短い時間でいいんだ。顔だけ見せてあげてくれないかな？』

　巌に会いたくないわけではない。それに冷たい人間だとは思われたくなかった。だからそれ以上断ることはできなくなった。

　穂乃香は、最初に言っていた嘘の用事は別の日にすると告げ、絢人の言うとおりにすることにした。

　

　翌日、放課後に待ち合わせをしていた絢斗と合流し、学校近くに停めてある車に乗り込んだ。前回と同じシルバーの社用車だ。

　絢人はわざわざ遠回りをして、学校の近くまで迎えに来てくれたのだ。今、自分のことを気にかけてくれる家族がいない穂乃香の心に、彼の優しさはじんわりと染み込んでくる。一方で、その優しさに慣れてしまわないようにと自分に言い聞かせた。

　学校から病院までの道のりは、重たい空気だった。この前のように会話は弾まない。原因は、昨日の電話で穂乃香が最初に嘘を吐いたせいだ。

　もしかしたらその嘘について聞かれるのではないかと、緊張してしまう。

　結局会話らしい会話をしないまま病院に到着したが、停車してからすぐに絢人が沈黙を破ってきた。

「穂乃香ちゃんは、運動部に所属してるの？」

　あまりにも自然に問いかけられて、穂乃香ははじめ世間話をふられたのだと勘違いした。

「いえ、部活はやっていません」

「なら、なんでサポーターを？」

　びくっと、穂乃香は肩を跳ねさせた。触れられたくないところに触れられてしまい、思わず動揺してしまう。

「……ちょっと転んじゃって……みっともないから」

　学校の人たちを誤魔化した時と同じ言い訳をして、「なんでもないの」とニコッと笑ってみせた。しかし絢人は険しい顔になってしまう。

「失礼」

　そう前置きして、彼はためらわず穂乃香の膝に触れた。正確に言えば膝のサポーターに。

「橘さん！」

　穂乃香は絢人が何をするつもりか察し、止めようとした。しかし彼は聞き入れてはくれなかった。

　隠したかった部分が暴かれ、ほぼ治りかけているが黄ばんだ色に変色したあざが露わになってしまう。

「ちょっと転んだ……ね？　どうして目を逸らすのかな」

　絢人は咎めるような鋭い視線を向けていた。穂乃香はそれを直視できず黙り込む。

「一緒に住んでる伯父さん達からは、あまりいい待遇を受けていないと聞いてはいたけど……。どうやら君のお祖父さんが想像していたより、ずっと酷いようだね」

　彼は今、穂乃香の半田家での生活についてどんな想像をしているのだろう。穂乃香はとてもみじめな気持ちになった。

「機嫌が悪くて、八つ当たりされただけで……ただそれだけです。だから、大丈夫なんです」

　変な想像も、同情もされたくない。どうして大嫌いな伯父一家を、こうして庇うような言葉を必死に発してしまうのだろう。そんな自分も嫌だ。

「大丈夫じゃないよ、穂乃香ちゃん。このこと、お祖父さんには俺から話すから。……いいね？」

　彼の語気は強めだったが、これは穂乃香に対して怒っているのではないとわかっている。

　知られたくなかったのに、気付いてもらえたことで心のわだかまりが溶けていく。穂乃香は涙をこらえながら何度も頷いた。

　しかしこの日の面会で、穂乃香の問題を詳しく話し合うことはなかった。

　巌の容態が、かなり悪化していたからだ。

　先週までは点滴だけで、自分で起き上がって将棋を指していたというのに、今は彼の身体に点滴とは別の管も付いていて、自分で起き上がることはできないし、話をするのも辛そうだった。

　どうやら絢人は、巌の病状が悪化していることを知っていたらしい。でも、ここまでだとは想像していなかったようで、病室に入った瞬間悲痛な表情を見せていた。

　穂乃香は、一週間お見舞いにこなかったことをひたすら後悔した。巌は二人に向かって「そんな顔をするな」とでも言いたげな澄んだ瞳を向けて、手招きしてきた。

「少し……この先の話がしたい」

「では、しばらく外で待っています」

　絢人が席を外そうとしたが、巌がそれを引き留める。「二人に聞いて欲しいんだ」と。

「穂乃香。よく聞いて欲しい。小夜子もいない今、わしの財産を相続するのは穂乃香……お前一人だ。単純に金だけ渡せたら、よかったんだがな……どうにも迷惑をかけてしまいそうだ」

　巌が時間をかけて語ったのは、このままだと穂乃香が相続することになる、彼の資産と桐生マテリアルの非公開株の大きな問題についてだった。

　穂乃香が株を相続し筆頭株主として巌の意志を継がなければ、現社長が桐生の親族に追いやられてしまうこと。会社の経営をめぐり親族間の対立がおこってしまうだろうこと。

　そして巌は、古い会社の体質から抜け出すために、橘屋の親会社であるタチバナホールディングスの傘下に入ることを望んでいること。

　ずっと巌自身がすすめてきた話だが、もう時間がなく、生きている間に成立させることができないと判断したのだ。

「桐生マテリアルを守ってくれないか？　随分無理なことを言っている自覚はある。だが、お前しかいないんだ。橘さんも、力になってくれると約束してくださった」

　穂乃香は話を聞き終えても、自分に何ができるのかわからなかった。

「……私にできることなら、やります」

　漠然と、そう返事をすることが精一杯だった。

　その日から穂乃香は毎日病院に通ったが、その後は巌と桐生マテリアルの今後についてきちんと話すことができなかった。更に様態が悪くなってしまったからだ。

　代わりに、顧問弁護士から話を聞くようになり、徐々に自分が今後背負うものを理解するようになった。

　絢人とも頻繁に顔を合わせ、最後は二人で巌を看取った。
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　桐生巌の葬儀が行われたのは、この年一番の猛暑日だった。

　遺言状に従い、葬儀は社葬、喪主は現社長が務めてくれた。事前にすべて相談してあったようで、穂乃香は親族席に座っているだけでよかった。

　しかし、この時点で戦いははじまっていた。

　巌の弟と妹……穂乃香にとっては大叔父と大叔母にあたる人物は、突然現れた相続人に好意的ではなかった。「こんな子どもが」と嫌みを言われはしたが、葬儀の日に口論になるようなことにはならず、今後については日を改めて話し合うことになった。

　すべてを終え、あとは家に帰るだけという段階で、絢人からメッセージが届いていることに気付いた。内容は、穂乃香を自宅まで送り届けてくれるというものだった。

　一般で参列してくれていた絢人の姿を探して歩いていると、その前に半田の伯父夫妻の姿を見つけてしまう。

　彼らは親族ではないのだから先に帰ればいいものを、穂乃香を待っているのだろうか。まだ少し距離があったが、ひとけの少ない場所で二人が話している会話が聞こえてしまった。

「やったな。穂乃香はどうやら大金持ちになるらしい」

　この人達は何を言っているのだろうか。実際は自由になるお金なんてそれほどないと、穂乃香はもう知っている。事前にどれだけの資産があるのか、説明を受けていたからだ。

　遺産を相続するためには、相続税を払わなくてはならない。そして、それは桐生マテリアルの株にもかかってくる。価値はあっても今、現金化することができないものだ。

　他のものを犠牲にしてでも、桐生マテリアルを守らなければならない。伯父達にもそれとなく説明していたが、まったく理解してもらえていないようだ。

　それに、本来伯父達には関係のないこと。彼らの会話を聞いていると怒りが増してくるが、その怒りは次第に不安へと変わっていく。

「ねえ、あなた。穂乃香を養女にしたほうがいいんじゃないかしら？」

「ああ、それは私も考えた。それか健司と娶せるのはどうだろう。もうすぐ高校だって卒業するんだし、もう大学なんて行かせなくてもいいじゃないか」

　そこまで聞いて、穂乃香はぞわりと鳥肌を立てる。

　一刻も早く逃げたくなり、そっとその場を立ち去ろうとした。しかし後ずさったところで、穂乃香の動きを遮るものと接触してしまう。

　壁より柔らかい衝撃だ。振り返ると、背の高い男性がそこにいた。

「橘さん……」

　絢人でよかったと、ほっと胸をなで下ろす。彼は穂乃香がどうしたいのか理解していて、伯父夫婦に見つからぬよう、その場から連れ出してくれた。

「大丈夫だよ。俺が、君を守るから」

「でも、橘さんは私のお兄さんでも親戚でもない……」

「そのとおり。俺達は確かに他人だ。でも、家族になれる方法がある。あの不愉快な伯父さん達も思いついた手法だけど……桐生会長が何を望んでいたか、君も知っているはず」

　生前の祖父が二人の仲を取り持ちたいという意志を持っていたことは、わかっていた。でもそれは、ただの孫思いの祖父のお節介だとばかり思っていた。

「はじめて君に会った数日後、俺は一人で桐生会長と直接会っていたんだ。その時に打診されていたことがある」

　それだけ聞けば、二人がどんなことを話したのかわかる。巌は自分の体調の変化を自覚した状態で、穂乃香のことを頼むと彼に懇願したのだ。

「橘さん……それを本気にしたらいけません。祖父は卑怯な方法をとりました」

　今際の老人の願い事は、絢人には負担にしかならないはず。突っぱねるには良心が痛むことだろう。そこへきて伯父と伯母のこんな会話を聞いてしまったのなら、なおさらだ。

「いいや。これはとても現実的だし、お互い得るものが多い。穂乃香ちゃんは、安全に暮らせる居場所を手に入れ、進学して、なりたい職業があるならそれを目指すんだ。俺は応援する。見返りは、桐生マテリアルの株。何も一生縛られる必要はない。君が経済的にも精神的にも自立した時に、本当の自由を手に入れることができる」

　縛られるのは、穂乃香ではなく絢人だ。穂乃香はそのことにすぐに気付いた。

　失うものはないのだろうか。それに恋人はいないのだろうか。こんな形で穂乃香と関わったら、きっと泣く人がいる。……頭の中でいろいろな考えが交錯した。

「──穂乃香、穂乃香ちゃん、どこにいるの？　そろそろ帰りましょう？」

　伯母の声が聞こえた。穂乃香のことを探しているらしい。

　嫌だ。もうあの人達のもとには帰りたくない。一日だって一緒にいたくない。

　穂乃香は、保護者である伯父と伯母から簡単に逃げ出せない。しかしこのままだと、遺産目当てで無理矢理従兄と結婚させられるかもしれない。断ったら家に閉じ込められることだって、……もっと酷いことをされる可能性だって十分ある。

　今すぐ逃げ出したいが、これからの生活や学校はどうすればいい？　受験だってある。行きたい大学があるのだ。伯父達から逃げても、このまま一緒に暮らしても生きづらい。祖父に関する手続きだってすべてはこれからで、途方に暮れてしまう。

　穂乃香が怯え足をすくませていると、絢人は近付いてくる伯母には届かない小さな声で囁いた。

「君はただ、助けてって言えばいいんだよ」

　この状況で、もう迷うことなどできなかった。たった一人手を差し伸べてくれる人が、彼なのだから。

　穂乃香は心の中で絢人に謝りながら、彼に救いを求める。

「……私を助けてください」

「うん。わかった」

　それはとても優しい声で、見上げると悲壮感などなく微笑みかけてくれる人がいた。






３　結婚のルールと二人の距離








		
　それからの問題はすべて、絢人が矢面に立って解決してくれた。

　まず絢人はその日のうちに穂乃香の伯父夫婦の所に行き、もう穂乃香を半田家には戻さないことを告げ、自分達の結婚を宣言した。

　当時はまだ法律が改正される前で、十八歳は未成年だが結婚は可能という年齢だった。

　そのため伯父夫婦は「勝手に連れて行ったら、それは誘拐だ！」と憤っていたが、巌が穂乃香のために送金してくれていたお金を使い込んでいた件を持ち出し黙らせ、最後は結婚を承諾させた。

　学校が夏休み中だったこともあり、穂乃香は東京の橘の実家に預けられ、それから結婚期間における様々なルールを二人で考えていった。

　絢人は戸籍上穂乃香の夫になったのだが、あくまでも「保護者」でいたいと主張していた。

「穂乃香ちゃんのことは、かわいいと思ってるけれど」

　そんなフォローをしてくれたが、つまり女性としては見ていないという宣言だった。それは穂乃香の胸に小さな痛みをもたらしていたが、絢人の考えは当然のことだ。

　法律で定められたルールにのっとった結婚でも、世間の人がどう見るかはわからない。穂乃香は学生という身分で、年齢差からしても対等な関係ではないことはわかりきってしまう。

　だから指輪は付けないことにして、絢人は結婚したことは隠さないが、相手が学生であるということは極力伏せるつもりのようだった。

　絢人の両親も過去に巌と交流があり、この結婚に賛成してくれていた。ただし、彼らの認識は絢人と少し違い「穂乃香が社会人になったら正真正銘の夫婦になる」というものだった。

　絢人は両親に対して、この結婚は離婚前提だと伝えられなかったようで、認識の違いを正そうとはせず、穂乃香にも橘夫妻の前では話を合わせて欲しいと言っていた。

　絢人はふたつ下の弟となんでも話す間柄のようで、彼だけは二人の関係を正確に把握していた。

　夏休みが終わる前に、穂乃香は通学に便利な場所に部屋を借りることになったが、橘の家を出ても年に何度か招待に応じ、絢人の両親の前で仲のよい未来の夫婦を演じる。これが絢人の求めた数少ない要望のひとつになった。

　別居生活は、学校と職場の問題で話し合うまでもなく決定事項だった。連絡はこまめにとる。穂乃香は週に一度は近況を報告する。そして、困ったことは必ず絢人に相談する。

　このあたりはルールというより、穂乃香のためを思って決められた項目だ。

　意見が合わなかったのは、金銭問題だ。

　巌から相続した財産のうち自由に使える金は多くはなかったが、慎ましい生活ならば困ることはなかった。だから金銭的な援助はいらないと申し出た。学費は念のため、奨学金制度を利用する予定だった。しかし、絢人は納得しなかった。

「まだ自分の力で稼げないんだから、面倒を見させて欲しい。遺産にはなるべく手を付けず、本当に必要な時のためにとっておくんだ」

　絢人はきっぱりと主張してきたが、穂乃香もそこは折れなかった。結局、日々の生活費は相続した遺産から、毎月決められた金額でやりくりをする。それ以外の大きい金額は絢人が援助するということに決まった。

　二人の離婚は、穂乃香が社会人になって桐生マテリアルの件が上手くまとまった時期と定めた。ただし買収が必ず成功するとは限らないので、どちらかが離婚を求めた場合は、条件が整わなくても応じるものとした。

　これらは文章にしてまとめてはみたが、あくまでも二人の間で交わされた約束にすぎない。

　そしてこの時二人は、穂乃香を後々悩ませることになる問題についても、話し合っていた。

「まだ若いんだから、必要なことだと思う」

　絢人がそう前置きして提議してきたのは「恋愛」についてだ。

「私には必要ないですが、絢人さんはお気になさらず」

「いや俺はそのつもりはないけれど、穂乃香ちゃんは自然とそういう感情を抱えることがあると思う。その時悩まないで欲しいから」

　互いに言葉を選びながら口にしているのは、二人の間に起こりえる感情の話ではない。相手と見知らぬ誰かの関係についての意見だった。

　穂乃香の心はすでに自分を守ってくれるとまで言った絢人に占領されていたが、「保護者でいたい」と願っている人に、そんなこととても言い出せなかった。

　だから、ものわかりのいいふりをして「自由恋愛」のルールを認めるしかなかった。
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　夏休みが終わると穂乃香は地元に戻り、一人暮らしをはじめた。

　絢人の勧めで、高校に通いやすいが半田家とは違う路線の駅近くにあるマンションを借りた。

　家事は半田家にいた頃からしていたので苦にならなかったが、希望の大学を受験できることになったので、家のことはほどほどにして穂乃香はいっそう勉学に励んだ。以前から行きたいと願っていた、地元で一番の大学の教育学部を目指すのだ。

　絢人は変わらず都内住まいとなったが、桐生マテリアルとの仕事も多く、時間があれば穂乃香に会いにきてくれた。

　気晴らしに食事に連れて行ってくれたり、時には勉強を教えてくれたりと、優しい絢人のサポートを受けながら冬に試験を受け、春には希望通りの大学に入学することができた。

　はじまった大学生活は充実していたが、近くに絢人がいる限り他の男性に気持ちが傾くことはなかった。

　それでも穂乃香はずっと絢人への恋心を隠し続けていたので、二人は仲のよい兄妹のような関係になれたはずだ。

　２ＬＤＫの穂乃香のマンションには絢人の部屋もあり、彼は気軽に泊まっていくのだが、夜お互いの部屋を行き来することは絶対になかった。

　時々考えるのは、絢人の恋人についてだ。二人が互いの恋愛について口にしたのは、結婚直後の取り決めの時だけだ。

　それ以来、穂乃香はもちろんだが絢人もこの手の話題は避けている。自由恋愛を約束したので、詮索することもできない。

　しかし、絢人に恋人が「いないはずがない」とずっと思っていた。だって彼は優しくて、とても魅力的な男性だから。それに結婚から二年後には橘屋の専務取締役に就任しており、社会的地位も向上していた。絢人は若くしてすべてを持っている男性だった。

　穂乃香はたまに、彼の恋人を勝手に想像して胸を痛める。

　桐生マテリアルはまだごたついていて、最初に決めた離婚の条件はすぐに整いそうになかった。どのくらいの期間この関係が続くかわからないけれど、せめて絢人にとっての自分が、煩わしい存在にはならないようにと願っていた。

　つかず離れずの距離を保っていた二人だが、穂乃香が大学四年生の夏、関係に変化がおこった。

　

　その頃の穂乃香は、教諭として幼稚園に勤務できるよう就職活動をしながら、大学に、そしてアルバイトにいそしんでいた。

　ある金曜日、穂乃香はアルバイト先のカフェに出勤していた。アルバイトはシフト制で試験前や都合が悪い時は休ませてもらえる働きやすい場所だったので、大学一年生から週二日程度の勤務でずっと続けていた。

　カフェの閉店は八時。穂乃香の勤務時間は、夕方五時から閉店後の清掃作業が終わる九時までの予定だった。

　ディナータイムはパスタやピザが数種類、あと日替わりのディナーセットが主なメニューだが、昼間に比べると店内の雰囲気はゆったりとしている。

　週末だからか、お客さんはカップルが多かった。そんな幾人かのお客さんを見て、いつか自分も絢人とカフェでデートがしたいな……などと普段意識しないようなことを偶然にも考えてしまった。

　その直後だ。入り口のベルが来客を告げたのは。

「いらっしゃいませ」

　穂乃香はお客さんを迎えようと、入り口に向かう。新しい客も男女の二人組だった。仕事帰りかビジネススーツを着た背の高い男性と、パンツスーツを着たショートカットヘアの女性。二人を見て、穂乃香は一瞬思考を停止させた。

「……穂乃香ちゃん？」

　目の前に立ち穂乃香の名を呼んだお客さんは、絢人だったのだ。彼も「なぜこんなところに穂乃香がいるのか？」という顔をしている。

「橘専務、お知り合いですか？」

　連れの女性も二人の様子に気付く。

　そこで女性は、穂乃香の胸に付いていた名札に注目してきた。「ＴＡＣＨＩＢＡＮＡ」とローマ字で書かれた文字の配列を読み取ったあと、女性は得心のいった顔になる。

「もしかして、ご親族のかたですか？」

　問いかけられた絢人は、戸惑っていた。

「あっ、ああ親戚のようなもの……かな」

　彼にしては珍しく歯切れが悪く、しかも偽りの返答が耳に入り、穂乃香の心がすっと冷えていく。

「……はじめまして、橘の遠縁にあたります。穂乃香です」

　絢人が親戚と言ったから、穂乃香は彼に合わせて自己紹介をした。

「まあ、かわいらしい。ここでアルバイトをしてるの？　私は橘屋のバイヤー担当で、内うち田だと申します。よろしくね」

　内田と名乗った女性は、明るく気さくに話しかけてくる。穂乃香もそれに応じながら、席まで二人を案内した。

　それからカウンターの裏側で、提供する水をタンブラーに入れる。その時思わず大きなため息を吐いた。

「橘さん、どうしたの？」

　声をかけてきたのは、同じアルバイトの男性スタッフ木きの下しただった。

「ちょっと知り合いに会ってしまって、気まずくて……」

　穂乃香は小声でそう説明した。そしてあることを思いつき、木下に話を持ちかける。

「あの、木下君……このあとフロア担当代わってもらってもいいかな？　今日だけ……お願い！」

　ラストオーダーが迫るこの時間あたりから、店は閉店の準備をはじめる。ちょうど木下はこれからキッチンで、食器洗いをするはずだった。

　穂乃香はその担当を変わって欲しいと願い出たのだ。食器洗いは、どちらかといえば皆がやりたくない仕事なので、木下は「もちろんいいよ」と快諾してくれた。

　それから穂乃香は、キッチンに入って絢人とその連れの内田を視界に入れないようにした。

　大型の食洗機に投入してよい食器や器具を、どんどん入れていく。合間にも手作業の洗いものをこなしていくが、どうにも無心になれない。

　案内した窓際の席で、恋人同士のように見つめ合う絢人と内田の姿を想像してしまうのだ。

　とても綺麗な人だった。年齢もきっと絢人と同じか少し下くらいで、釣り合いのとれた美男美女だった。そして、絢人はあの人に自分のことを「親戚のようなもの」と紹介した。

　それは二人で決めたルールに従ったもので、もし相手が男性や、世代の違う女性だったら気にならなかったはずだ。

　それなのに穂乃香は今、ふつふつとした怒りとみっともない嫉妬の感情を心に燃やしている。

　あの女性とは、どれくらい親しいのだろう。彼女は独身なのだろうか？　それとも既婚者なのだろうか？　二人で、何度こうして食事を共にしたのだろうか？

　今、一人で考え込んでも意味のない思考になり、自己嫌悪に陥る。

　結局穂乃香は、この日閉店作業の間も、ずっと気分が晴れなかった。

　午後九時を少し過ぎたところで、いつも通り退勤となる。タイムカードを切って店の裏口から出ていくと、一緒に退勤した木下が穂乃香の肩をぽんと叩いてきた。

「今日の知り合いのお客さんは、橘さんにとって嫌な人なの？」

　彼はアルバイトのムードメーカーで、店が閉まったあとモップがけをしていた穂乃香に対して、何度も冗談を言って笑わせてきた。落ち込んでいる様子の穂乃香を気にかけてくれていたのだろう。

「ううん。違うの……ただ……」

　絢人のこと……そしてこのくすぶる気持ちを、なんと説明すればよいのかわからない。穂乃香が返事に困っていると、木下は狭い出入り口の路地を先に歩き出しながら言う。

「詮索する気はないんだ。ただ顔色が悪いなって思ってさ。送っていくよ」

「大丈夫。……家、近いし」

「でも、なんか心配なんだよ！」

　穂乃香は結婚以来、意地で絢人以外の男性と二人きりにならないようにしていた。でも、木下はただの親切で言ってくれている。こういう場合はどうすればいいのだろう。

　わからなくなって、とりあえず木下と少し距離をあけて路地を歩いてゆく。

　前方を行く木下は、通りに出るところで「あっ！」と声を上げて立ち止まった。

　何かあったのだろうか。穂乃香も路地を抜けて顔を出す。

　そこは店の正面に接している駅前通りで、広い歩道には通行人が行き交っている。その車道と歩道の境にある鉄柵のあたりに、絢人が佇んでいた。彼は一時間以上前に、連れの女性と店をあとにしていたはずなのに。

「穂乃香ちゃん」

　穂乃香の姿を見つけて、絢人が声をかけてくる。理由はわからないが、自分のことを待っていたのはあきらかだった。

　穂乃香はすぐに絢人に駆け寄ろうとした。しかし、その前に木下に制止される。

「……大丈夫なの？」

　木下は穂乃香の手を掴んで、心配そうな顔で問いかけてきた。

「大丈夫。……家族なの」

　きっと木下は、絢人のことを不審人物のように疑っている。誤解を生んでしまい、絢人にも木下にも申し訳ない気持ちになる。

「お兄さんがいたんだ」

　穂乃香が「家族」だと言えば、木下は迷わず「兄」と解釈した。さっきの内田といい、どうしたって自分達は夫婦には見えないらしい。

　絢人の対応を参考にすれば、ここは木下の言葉を肯定しておくべきだ。でも、穂乃香はどうしてもそれをしたくなかった。

　思わず、絢人へ視線を移す。もしここで本当のことを言ったら、彼は怒るだろうか。それとも彼のテリトリー外でのことだからと、笑って許容してくれるだろうか。

　迷っている間に、絢人は無言で近付いてきた。穂乃香と木下の前に立ち、にこやかな笑みをたたえて……そして──。

「こんばんは。穂乃香の夫です」

「……はぁ？　今なんて？」

　木下は思わず聞き返していた。穂乃香も彼が何を言ったのか、一瞬理解できなかった。まさか絢人から暴露するとは思わなかったから。

「夫です。妻がお世話になってるようで。……どうもありがとう。妻から手を離してもらっていいかな？」

　絢人がじっと見つめた視線の先には、穂乃香と木下の手があった。さっき引き留めるために掴んできたその手は、今も繋がったままの状態だ。

　木下も無意識だったようで、絢人の視線を受けて気まずそうにぱっと手放した。自由になった穂乃香の手を、今度は絢人がキャッチしてくる。

「帰ろうか？」

　一度口にしてしまったからには、絢人はこの場で夫らしく振る舞うつもりらしい。

「木下君、ごめんね……ありがとう。じゃあ私、行くね」

　穂乃香は木下に謝罪とお礼を伝え、絢人に連れ出されるように自宅マンションの方向に歩き出す。

　絢人の歩調は、いつもより速い。穂乃香の手を握ったまま、引っ張るように前を歩いていく。今日の彼はおかしい。

　いつもなら手など繋がないし、歩調は穂乃香に合わせてくれる人だ。何をそんなに急いでいるのだろう。背中から機嫌の悪さが伝わってくるが、絢人は穂乃香に対して、今まで不機嫌な態度をとったことがなかった。

　駅前からマンションまではそれほどの距離はない。急ぐ必要なんてきっとない。穂乃香は懸命に付いていこうとするのをやめた。

「待って。……待ってください」

　その声に、絢人がはっとした様子で足を止める。

「ごめん」

　絢人は無意識に速く歩いていたのか、気付いてすぐに謝ってくれた。

（大丈夫？　怒ってないの？）

　さっきまで、家に戻ったら怒られるのではないかと思っていた。それが穂乃香の勘違いならいいのだが……。

「あの、……さっきの女の人は？　……一緒ではないんですか？」

　内田と名乗った女性の姿が見当たらず、穂乃香は一番先にそのことを尋ねた。

「ああ、彼女は桐生の仕事に関わっている部下の一人なんだが……今日は電車だから、先に帰ってもらった。穂乃香ちゃんと、少し話がしたくて」

　返答を聞き、穂乃香の中で不満が増幅していく。

　それは今、二人で会っていることがイレギュラーだったと言っているようなものだ。

　近くに来ているのなら、知らせて欲しかった。知らない女の人と二人で食事なんてしないで、自分を誘って欲しかった。

　これはルール違反のただのわがままだし、実際はアルバイトがあって食事に応じることはできなかったこともわかっている。

　それでも穂乃香は悔しい。そんな気持ちに必死に蓋をしなければならないこの状況が、辛い。

「そう……ですか。それで、話ってなんですか？」

　それから二人はいつものように適度な距離で並んで歩いていった。絢人が予定を変えてまで話したいことはなんなのだろう。穂乃香は彼が口を開くのを黙って待つ。

「いつからバイトをしてたんだ？」

「一年生の夏休みからです……」

「そんなに前から……。生活費がたりないなら、言ってくれないと困る」

　絢人は咎めるように言う。やはり彼は怒っているのだ。

「違います。そうじゃなくて……社会勉強のつもりでした。週二回だから、学業に影響はありません」

　穂乃香は泣き出したい気持ちを抑えて建前を口にした。

　アルバイトをはじめた本当の理由は、自分で稼いだお金が欲しかったからだ。

　穂乃香は自分の左手首に付いている腕時計を、もう片方の手で握りしめた。夫婦になってから最初の誕生日に彼が穂乃香にこの時計をプレゼントしてくれた。それがきっかけだ。

　絢人の誕生日に、ちゃんとお返しがしたかった。自分で稼いだお金でないと、意味がないと思っていた。それはただの自己満足で、わざわざひけらかすことではないから、バイトのことはずっと黙っていた。誕生日にサプライズでプレゼントを渡して、絢人が喜んでくれると、少しだけ大人になれた気がした。

　そのことを説明したくなったが、やはり今夜の絢人はいつもと違う。言い訳にしかならないと口を噤む。

「……いや、いいんだ。困っているわけでないのなら、それでいい」

「もし困ったことがあったら、ちゃんと相談します」

「うん、それならいい。ごめん、口うるさいことを言ってしまった」

　絢人は穂乃香の保護者だから、こんなことを気にするのか。穂乃香が金銭的な問題や不便を抱えていたとしたら、保護者としての絢人の矜持が傷つくのだろう。

　さっき絢人が店の前で待っていてくれたと知った時、穂乃香は期待してしまった。

　女性と二人で会っていたことを、親戚の子という誤解を解かなかったことを、釈明してくれるのだと。でも絢人は穂乃香に対して説明が必要だと感じていないようだった。それが現実だ。

　そこから二人はただ黙々と歩いた。穂乃香のマンションに到着し、エレベーターに乗って部屋の前にたどり着く。

　時刻はもうすぐ九時半になるところだ。都心に向かう終電が近付いている。でも、今日は金曜日で、店舗勤務ではない絢人は基本の休日が土日になっている。だから急いで帰らなくてもいいはずだ。

　穂乃香が部屋の扉を開けても、絢人は靴を脱がなかった。ただアルバイトの理由を聞いて、送り届けさえすれば満足したのか、今にも別れの挨拶をしそうだった。

「絢人さん……今日は泊まっていかないんですか？」

　穂乃香は祈るような気持ちで、彼を見つめた。ここには彼が泊まっていける部屋もある。寂しい気持ちが急に膨れ上がってしまって、帰って欲しくなかった。

　本当は少しだけ疑っているのだ。あの女性をどこかで待たせていて、これから二人は一緒に夜を過ごすのではないかと。

　帰らないで。一緒にいて。そんな言葉が喉から出かかっている。

「明日朝から用事があるから、今日は帰るよ。……また来るから」

「はい。……また。送ってくれてありがとうございます。……おやすみなさい」

　ものわかりのいいふりをするのは、生きていくための手段だ。他に方法がないから、穂乃香はどうにか笑ってみせる。

　でもこの夜は、絢人が出ていった瞬間に涙が溢れ出てしまった。

　

　その日を境に、二人の関係は確実に変わった。よいほうにではなく、悪いほうにだ。

　連絡は頻繁に取り合っているが、絢人は穂乃香のマンションに泊まることはなくなった。

　そこから数年間、別れを切り出すことも進展を望むこともできない、がんじがらめの日々を歩むことになる。







４　望まれる関係








　絢人との便宜的な関係に、終止符を打たなければならない。穂乃香が覚悟を決めたのは、桐生マテリアルの株問題がようやく決着したからだ。

　結婚から七年がたち、最初に約束した条件が整ったのだから、もうそれを止める術はなかった。

　パーティーの夜の出来事に後悔はない。これから別々の道を歩むことになるだろう相手にはじめてを捧げたことを、過ちにしたくなかった。

　できることなら、あの夜だけを切り取って大切にしまっておきたい。穂乃香にとっては七年の片思いを終わらせるために、どうしても必要な夜だったのだ。

　誘ったのは穂乃香だったが、彼がそれに応じてくると確信があったわけではない。

　情けをくれるか、それともこっぴどく振ってくれるか。ただ今までのように子ども扱いしてはぐらかされるのだけは嫌だと、そう思っていた。

　それなのに絢人は穂乃香にキスをし、自分の存在を刻みつけるように激しく抱いた。

　交わったところに違和感がある。まだ彼が放った残滓があるような気がしてしまう。

　朝早く都心から隣県に向かう電車に乗って、穂乃香は午前中には自分のマンションに戻ってきていた。

　今日は日曜日で、明日からは今まで通りの日常がやってくる。

　これからは生まれ変わったつもりで、今までのことを早く忘れようと思っている。それなのに気付けば一日、絢人のことばかり考えてしまう。

（避妊……しなかった……）

　避妊具を使うことを嫌がる人もいるというが、彼がそういうタイプだとは思えなかった。もっとも、穂乃香は絢人の女性関係など何も知らないのだが。

　ただ酔っていただけなのだろうか。……そう考えるのが一番納得できる。今頃、昨晩のことなど忘れているかもしれない。忘れてもらえるくらいがちょうどいい。

　自分の妊娠については、穂乃香が不安になることはない。もし授かっていたら、一人で育てていけるだけの環境を整えることだってできるから、恐れる必要がないのだ。

　──むしろ。

　穂乃香は無意識に自分のお腹のあたりに触れていた。もし子どもがいたら、幸福になれるかもしれない。もちろん、子どもを盾にして絢人をつなぎ止めたいとは思っていない。ただ一人の暮らしはあまりにも寂しいから、家族が欲しかった。

　結局その日は何もせず、夕方まで部屋で過ごした。そして、その間絢人からの連絡はなかった。

　寝過ごしていたとしても、もう置いていった離婚届に気付いているだろう。それに彼は「明日から新しい二人になれる」と言っていた。これはきっと、便宜的な夫婦という関係が終わり、別の関係──他人になるという絢人の確かな決別の意志なのだと受け取った。

　穂乃香はパソコンを開いて、自分の顧問弁護士へのメールを送る。「以前からご相談させていただいていたとおり、離婚の手続きをすすめてください」と。

　月曜の朝には弁護士が確認し、さっそく絢人に話がいくだろう。

　離婚条件についての草案はすでに絢人のもとに置いてきたが、顧問弁護士には、相手の条件をできる範囲で飲んでいいと言ってある。ただ絢人の性格からして、何か要求してくることはないだろうから、きっとすぐに離婚は成立する。

　メールの送信を終えた穂乃香は食欲もなかったので、栄養補助食品だけを口にして、ピアノの練習をすることにした。

　幼稚園教諭として働く穂乃香は、同僚達に比べるとピアノが苦手だ。だから、サボらず練習をしておかなければならない。

　ピアノの前に立つと、また自然と絢人のことを考えてしまう。

　思い出の品物は置いてきたつもりだったが、一緒に暮らしてさえいなかったのに部屋にも絢人に関わるものが残されていた。

　この部屋にあるピアノは、絢人が買ってくれたものだった。

　伯父の家にいた期間、穂乃香はピアノから遠ざかっていた。そして七年前、新しい生活をはじめた時に、もう一度ピアノを習うことにした。

　穂乃香は一番安価な電子ピアノを購入するつもりだったのに、絢人は自分のことでもないのに熱心に調べてくれて、ハイブリッドピアノという種の高価なものを購入してくれた。

　絢人は大抵のことは穂乃香の意志を尊重してくれる。でも穂乃香が遠慮しているだけの場合は、有無を言わない強引さを見せる時もあった。

　どうしてそこまでしてくれたのか。今となっては疑問ばかりだ。

　忘れようとしているのに、また絢人が恋しくなっている。
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　翌日から、穂乃香はいつも通り勤務先の幼稚園に出勤していた。

　働いている間は忙しさから、絢人のことを思い出す時間はあまりなかった。

「ほのかせんせい、さようなら」

「はい、さようなら。また明日ね」

　保護者が迎えにきた園児達が帰っていく。全員が退園しても、やることはたくさんあった。明日以降の工作の準備や、歌の学習の準備、幼稚園では小さな行事は毎週のようにある。それでも、穂乃香が通っている園は比較的効率的な業務の方法をとっていて、大きな行事の前でないこの日は朝八時に出勤し、定時の午後五時には退勤することができた。

　通勤はバスを使用しており、園を出て一番近くのバス停から駅に向かう路線に乗り込む。

　バスの中で、メールをチェックする。届いていたメールは弁護士からのもので、昨日のメールの受領と、さっそく相手方と連絡をとるという内容だった。いよいよ別れがやってくるのだと、そのメールを読みながら自然と唇を噛みしめ、胸を手で押さえる。

　今の住まいは、周辺では一番大きな駅から歩いて五分ほどのところにある。

　冬の色が濃くなってきたこの時期は、夕方になると太陽がすっかり隠れてしまっている。穂乃香は手袋をはめて、早歩きで家路を急いだ。

　そして部屋までたどり着き鍵を開けた。

「あれ？」

　二重ロックの片方の施錠を忘れていたのか、上下同じ方向に回したのに、下の鍵だけ解錠の音がしない。

　いぶかしみながら扉を開けた瞬間に、明かりが漏れてきた。玄関先にはよく手入れされた男性の革靴。

　不審者ではないとわかったが、穂乃香は強い緊張に襲われる。この部屋の鍵を持っている人は穂乃香以外に一人だけいる。絢人がここにきているのだ。

　ただいまという言葉が出てこないまま、穂乃香は靴を脱いで家に上がった。そして明かりがついているリビングへと向かう。

「おかえり」

　絢人は部屋にある二人がけのソファーに腰をかけていた。いつも通りの柔和な笑みを、穂乃香に向けてくれているように見える。でも、何かが違う。

「絢人さん、どうして？」

「どうしてって、……随分冷たいんだな」

　ひしひしと伝わるのは、静かな怒りだ。彼は相当怒っている。

　これだけ長い間世話になっておきながら、弁護士を通して事務的に離婚の話をすすめたら絢人に薄情だと思われる。──その可能性については最初からわかっていた。

　でも穂乃香は、自分達だけで話し合うことにためらいがあった。

　みっともなく追いすがって、泣きながら懇願して……「別れたくない」と同情に訴えてしまいそうだったからだ。

「ごめんなさい」

　それ以上のことは言えなくて、穂乃香はうつむきながら、次に彼がどんな言葉を発するのかじっと待った。

　先に絢人は深いため息を吐き出していた。呆れたような、失望したような、そんな気持ちをにじませている。

「土曜の夜のことを、俺は後悔している」

「……本当に、ごめんなさい」

　こらえろと、穂乃香は必死に言い聞かせた。目の奥がつんと痛くなる。

　穂乃香はこの前の夜を過ちだとは思っていない。でも彼にとっては違うのだ。

「さっきから、何に謝っているのかな？　俺はまさか、君とこれほど温度差があるとは思っていなかった。……きちんと話し合いをすべきだった」

「温度差？」

　穂乃香は絢人が何を言わんとしているのかわからなかった。問いかけると彼は立ち上がり、ゆっくりとこちらへ近付いてきた。

「離婚はしない」

「えっ？」

　彼ははっきりと口にした。それは決定事項なのだと穂乃香にわからせるように。

　そして穂乃香の左手をとって、ホテルに置いていった腕時計を取り出し、元の位置──穂乃香の手首に付けていく。

「その意志がないから、避妊しなかったんだ。当然、伝わっているものだとばかり思っていた。起きたら君ではなくて離婚届を見つけてしまった時、かなりショックだったよ」

「絢人さん……子どもが欲しいんですか？」

「欲しい。……穂乃香との子が」

　どうして自分との子を望んでくれるのか。考えてひとつだけ思い当たる理由がある。

「もしかして、お義父さんやお義母さんが望んでいるから？」

　絢人の両親は、自分の息子が離婚前提で穂乃香と結婚したとは今でも思っていない。夫婦でふたつの住居を構えているが、都心にある絢人のマンションは仕事の都合でたまに使っているのだろうくらいの認識だ。今でも完全別居していることを、彼らは知らない。

　絢人の両親は「穂乃香ちゃんは、就職したばかりだものね」と穂乃香に優しい言葉をかけてくれ、急かすようなことは言わなかった。でも孫の誕生は、きっと望んでいたはずだ。

　絢人は自立した大人の男性なので、両親にいわれたから子作りしようと流される人ではないが、両親を大切にしている気持ちは伝わっていた。だから離婚を回避する選択をしてもおかしくはない。

「当然それもある。両親は君のことが好きだからね。でも、理由はそれだけじゃない」

「他にも？」

「むしろもっと大事なことだ。最初に決めたルールは間違いだったと、ずっと前から後悔していた。だから全部白紙に戻して、穂乃香とやり直したいと思っている。今度こそ生涯のパートナーになって欲しいんだ」

「それは……契約のルールを見直すということでしょうか？」

「結婚をひとつの契約として捉えるなら、そうなるかな？　でも、紙切れだけの関係はもうやめよう。できれば結婚式もしたい。なによりこれから先は一緒にいたいと思っている。もちろん住居はこっちでいい。君にとってはいまさらの勝手な主張かもしれないが……」

　穂乃香は思わず首を横に振った。

「勝手なんて、そんなことありません」

　一緒にいたいと、その言葉がじんわりと胸に染み込んでくる。それに絢人は、穂乃香との子どもが欲しいとはっきり言ったのだ。

　そこは素直に喜びたいが、ひとつだけ穂乃香の心に引っかかっているものがある。

「絢人さん、恋人は……いないんですか？」

　自分で問いかけておきながら、声が震えてしまった。

　他の人との恋愛を許容する条件を設けたのは絢人だったはず。ここ数年は特に「好きな人がいるから別れて欲しい」と言い出されることに怯えていた。そういう相手と……自分が心惹かれる相手との子どもが欲しいとは思わないのだろうか。

「いないよ。この七年間、誰もいない。誰ともそういう関係にはなっていないと誓える」

「嘘……だって、あの時の女の人に、私のこと親戚だって……」

　何年も前の出来事を持ち出して、不満を漏らすのは恥ずかしい。わかっているが、言わずにいられなかった。アルバイト先で偶然会ってしまった、あの日の話だ。

　親戚だと嘘を吐いたのは、自分との結婚を隠したかったからなのだと、穂乃香はそう解釈していた。

「嫉妬してくれていたのかな？」

「違います！」

　本当は嫉妬以外の何ものでもないのに、どうしても認められない。絢人にもただ意地を張っているだけだと伝わってしまっているのか、彼はおかしそうに一瞬だけ笑った。そして、緩んだ表情を引き締めて真面目な顔で言う。

「悪かった。あの頃は年齢差……なにより学生の君と結婚したことで向けられるかもしれない視線を、気にしていたことは事実だ。言い訳できない」

「それは、私もちゃんとわかっています。私だって大学に行っている間は、友達にも話してなかったから。……でも、だったら今は？」

　当時の穂乃香は、自分では何もできないただの子どもだった。でも今なら隣に立っても、絢人が「恥ずかしい」とは思わない程度の年齢になったのではないだろうか。

　じっと問いかけると、絢人は穂乃香の頭を撫でてくる。触れられるのは嬉しいが、まだ子ども扱いするつもりかと複雑な気持ちだ。

　絢人は彼の中の何かを満足させるように穂乃香の頭を撫でながら、どんどん顔を近付けてくる。そして額と額がくっついた時に、ようやく欲しい答えをくれた。

「今はどこへでも一緒に行って、このかわいい女性が俺の妻なんだって自慢したくてしかたない」

　自慢したいだなんて……さすがにリップサービスだとわかるが、穂乃香の中の不安はどんどんと小さくなっていく。

「私、……ずっと寂しかったんです。だって契約結婚だから……仮初めの関係だから……、約束の条件が整ったらこの関係が終わってしまうんだって」

「うん。寂しい思いをさせてごめん」

「それに、怖かった。絢人さんがいつ別れを切り出してくるんだろうって毎日不安で……。だから、いっそ楽になろうと離婚届けを書きました」

「まだ俺を嫌いになっていないなら、もう一度手を取ってくれないか？　チャンスが欲しいんだ。今、大人になった穂乃香に俺を選んで欲しい」

　二人の間には利害関係などもう何もない。それでも絢人が穂乃香のことを欲してくれるのなら、自分から手放すことなんてできるわけがなかった。

「私も……子どもが欲しいです。……もう一度、私と契約してくれますか？」

　絢人がこの婚姻を続けたい理由の比重がどこにあるのかは、わからない。一番は子どものことかもしれないし、単に離婚歴をつけたくないのかもしれない。

　その中に少しでも「好き」という気持ちが存在してくれることを祈りながら、契約を交わす儀式のつもりで、自分から彼に口付けた。

「穂乃香……」

　こんなことをしてくると思わなかったのだろう。絢人は驚いたのか、わずかに肩を跳ねさせた。向けられる視線が責められているようで、穂乃香はたじろいでしまう。

　本当の夫婦になるのならキスくらい許されると思ったが、節度を持って接するべきだったか。

　近すぎる距離を適正に戻そうと、穂乃香は一歩後ずさる。すると絢人がそれを阻むために、腰に手を回してきた。

「逃げないで。……逃がさないけど」

　そして、今度は絢人がキスをしてくれる。額に、頬に、鼻に、そして唇に。何度かの軽い口付けのあと、絢人の舌が滑り込んでくる。尖らせた舌で歯裂や上顎をなぞられると、思考が鈍くなって、気持ちいいことだけに敏感になっていく。

「はんっ……んん、あや……とさん、あ……ふっ」

　くすぐったい感覚の中にぞくぞくとした刺激がまじり、どんどんと膨れ上がってしまう。身体の中で繋がっているのか、じんと下腹部が疼いた。

　絢人のキスは容赦なく、受け止めるだけで精一杯だ。されるがままではなく、自分もしっかりと応えたいのに、その隙すら与えてくれない。

　翻弄され、高ぶらされ……腰がくだけて立っていることが難しくなり、穂乃香は床の上に座り込んでいた。それでも絢人はキスをやめない。

　鼻で息をするのも忘れて、穂乃香は苦しさのあまり大きく口を開いた。すると彼はそこでようやく一度唇を離したが、すぐに自分の指を口に差し入れてくる。

　絢人は指先で穂乃香の舌をいじりながら、唇以外の場所に口付けを落としていった。耳たぶを甘噛みしたあと、耳殻を丹念に舐めはじめる。その動きが、淫靡な水音になって穂乃香の頭に直接響いてきた。

「ああ、本当に穂乃香はかわいいな……。こうやって全部食べたくなる」

　舌先が首に移動した。首筋をなぞられると、大きな声を上げたくなるくらい気持ちいい。擦れた服で、自分の胸の先っぽが痛いくらいに立ち上がっているのがわかった。

　そして、絢人は耳たぶの下あたりに唇を寄せてくる。つっと強い刺激を感じた。

「あっ、やっ……」

　だめだと言いたいのに、絢人の指を噛んでしまいそうでできない。代わりの手段が他に見当たらず、穂乃香は彼の胸を何度か叩く。すると、絢人はようやく穂乃香の唇を解放してくれる。

「……強く吸わないで」

「印を付けたいんだ」

「見えるところは、だめです。……職場にも、子ども達にも言い訳できないから」

「穂乃香先生は真面目だな。冬なんだから首が隠れる服を着たらいいんじゃないか？」

「でも……」

　穂乃香はうんと言えなかった。迷うのは、絢人の言うことを否定して嫌われるのが怖いからだ。

　曖昧な返事をしていると、絢人にくすっと笑われてしまう。どうやら困っている穂乃香を見て楽しんでいるようだ。

「わかった。嫌がることはしないよ。見えないところにしよう」

　絢人は穂乃香の来ていたブラウスのボタンを外していった。晒された胸に口付けが落とされる。「んっ……」

　つんっとした痛みは快感となって、穂乃香の気分を高揚させていく。

　胸にゆっくりと浮かび上がってくるのは、花びらのようなうっ血痕だ。明日から服の下に隠しておくのかと想像しただけで、背徳感に支配されるような不思議な気持ちになれそうだ。

「……私も付けたいです。絢人さんに」

　穂乃香は絢人にもこの気持ちを味わって欲しくて、同じように彼のシャツに手をかける。彼は嫌ではないようだし、期待してくれているようでもある。

　自分のすることをすべて見られていると思うと、なんだか恥ずかしい。顔を赤らめた穂乃香はそれでもやめようとは思わず、床に座った絢人の膝をまたぐようにして、彼の胸に吸い付いた。

　ちゅっと音を立てて吸ってみたが、彼の胸はなんの痕も残さない。

「もっとだよ。もっと強くやってみて。痛いくらいでも大丈夫だから……わかるだろう？」

　確かに、さっき絢人に吸われた時は小さな痛みが発生したが、それを快感として拾っていた。同じようにしたら、絢人も感じてくれるのだろうか。

　促すように絢人が穂乃香を胸に引き寄せてくる。穂乃香は素直にもう一度彼の胸に吸い付いた。今度はじゅっと音を立てながら、さっきよりも強く、そして長く。唇を離すと、絢人の胸にもキスマークが浮かび上がってくる。

　出来映えを評価してもらいたくて見上げると、絢人は嬉しそうに微笑んでいた。彼が喜んでくれるなら、もっと自分から彼を求めたい。でもやり方がわからない。

「もっと教えてください。他のことも」

「じゃあ、キスを。……穂乃香から舌を絡めて」

　穂乃香は膝立ちになり、言われたとおりに顔を寄せていった。見上げるばかりの絢人の顔が、普段とは逆の位置にある。

　ゆっくりと唇を押しつけたあと、舌先で絢人の唇をノックする。簡単に開いた入り口に舌を忍ばせて、彼の舌を探す。意地悪なのか、絢人は穂乃香の好きにさせているだけで、自分からは絡ませてくれない。

　じれったくなり貪るように絢人の喉奥を目指して、彼の口内を舌で擦った。この前絢人がそうしたように、自分の唾液を流し込んで、かき回して、絢人の中を満たす。

「んんっ、絢人さん！　はぅ……んん」

　息が乱れて苦しい。穂乃香は興奮し、自分の身体を擦りつけながらキスを続けた。

「擦れて、気持ちいい？」

　乱れた服の摩擦が、穂乃香の胸の先端を刺激している。

「気持ち、いい……です」

「こうしたら、もっとよくなる」

　絢人は密接していた二人の身体の間に手を割り込ませ、穂乃香の胸をまさぐりはじめる。ふにゅふにゅと優しく触れられても気持ちいいが、絢人の指が胸の先端をかすめていった時はさらにいい。

　穂乃香はわざと身体を離した。ブラ越しでは物足りない。絢人に、もっと大胆に触れて欲しい。その願望が絢人に届いていたのか、彼はブラに収まっていた穂乃香の胸を零すようにして、すっかり固くなっている乳頭をいじってくる。

「あっ……いい……気持ちいいです」

　くりくりと摘ままれるようにされると、腰が砕けそうになる。胸にばかり意識がいって、唇を離した。

「キス、続けて」

　絢人は甘く要求してくるが、穂乃香は首を横に振りながら彼に縋り付いた。

「できない……もう」

　その間も胸をいじられているから、快感を受け逃すことで精一杯になってしまうのだ。

「もっと、胸を触って欲しい？」

「触ってください」

「触るだけでいいの？」

　絢人がぴたりと手を止めた。触る以外……他に何があるのだろう？

　穂乃香が探るような視線を向けると、絢人は舌を覗かせ、挑発するように穂乃香を熱心に見つめてきた。じんと、身体の芯が熱くなる。

「……食べて」

　恥じらいもなく、思わずそんなことを口にしてしまう。絢人は穂乃香の姿勢を正すように、腰を軽く引き寄せたあと背中を下から上へとさすった。

　自然と背筋が伸びる。ちょうど穂乃香の胸の位置が、絢人の顔のあたりにくる。絢人は下着を乱して、ふたつの柔らかな膨らみを両手で包んだあと、躊躇なく片方の尖りを口に含んだ。

「っんっ、ああっ……。絢人さん！　絢人さん！」

　絢人が自分の胸に吸い付いている。まるで美味しいものを口に含んでいるかのように、夢中になっている。その光景に目眩がしそうだ。

「穂乃香はここをいじられるのが好きなんだ？」

　言葉を発するため、彼から解放された胸が揺れる。その先っぽは唾液で艶めかしく濡れていた。

　きっと引っ張って吸われたせいだ。先端が自分でも見たことがないほど固く伸びている。穂乃香の身体が、絢人にいやらしく作り替えられてしまう。

「好き……絢人さんにされるの……好きです」

「他には？　穂乃香が気持ちよくなる場所はどこ？」

　穂乃香はもう、絢人から与えられるものにしか興味がない。自分の胸にあった彼の手を取って、下肢へと誘導する。普段の穂乃香なら考えられない大胆な行動だ。

「ここ……ここを触ってください」

　穂乃香が願うと、絢人が下着をずらして直接秘部に触れてくる。

「ああ、もう下もとろとろになってる。これならすぐに受け入れられるね？」

　柔らかくなっている入り口を擦りながら、絢人は言う。

「んっ、うんっ」

　指淫による愛撫を受けながら、穂乃香は何度も頷いた。本当に欲しいのは、指ではなく別のものだから。

「ほら、このまま俺のものを穂乃香の中に入れてくれ。ゆっくりでいいから、自分で……」

　絢人が自分の前を開けて解放していく。露わになった彼の陰茎は力強く上を向いていて、穂乃香の中に納まることを待っているようだ。

　穂乃香は一度立ち上がり、ショーツを脱いだ。そして膝丈のスカートをたくし上げて、絢人の昂りを握る。足を広げ、自分の入り口に宛がって腰を落としていく。

　先端は、簡単に受け入れることができた。でもさらに奥に迎え入れるのは少し怖い。

「キスしてください……」

　ねだると、絢人がすぐにキスをくれた。互いに舌を絡ませ、熱い吐息を漏らしながら、徐々に繋がりを深めていく。

　絢人の竿を半分まで受け入れたところで、彼が顔を歪めていることに気付いた。

「んっ、あっ、ごめんなさい。絢人さん……痛い、ですか？」

　今も穂乃香の膣壁は、絢人の陰茎をぎちぎちに締め付けてしまっている。追い出したいのか誘い込みたいのか、自分でもわからない状態だ。

「痛くはないよ。……でも、じらされてるみたいで苦しい。……それがちょっとまずい」

　もう我慢がきかないとでも言うように、絢人がわずかに腰を浮かせた。また、繋がりが深まっていく。はじめての時のような痛みはなく、穂乃香は最後のひと思いでしっかりと腰を沈めた。

「はぁ……んっ、あっ、絢人さんので、私の中いっぱいになってる」

　もう根元まで、全部のみこんでいる。

「きついね……ああ、最高だ。穂乃香、動いてみて？」

　穂乃香は絢人を喜ばせたい一心で、懸命に腰を動かした。絢人の肩に手を置いて、上下に揺らす。

「あっ、すごい。熱くて。私……私、んん」

　引き抜く動作をする時、穂乃香の中はせつなく疼き、再び奥まで迎え入れる時は、叫びたくなるほどの強い刺激に襲われる。

　そして絢人の先端が奥に届くと、穂乃香の中から蜜が湧き出てきて、溜まっていく。

「深い……奥まで……ああっ、何か溢れてきちゃう」

「大丈夫だ、穂乃香。怖がらないで、自分を解放して」

「できない、気持ちよすぎて……できない。もう無理っ！」

　穂乃香はたまらず、腰の動きを止めた。これ以上したら絢人に恥ずかしい姿を晒してしまう気がしたのだ。

　すると絢人は一度繋がりを解いて、穂乃香を四つん這いにさせた。そして休む暇もなく、一気に奥まで熱杭を押し込んでくる。

「こんなのっ、気持ちよすぎて……ああ、だめ……わたしっ」

　容赦なく穿たれ、穂乃香は大きな嬌声を上げる。絢人の息づかいもかなり荒々しく、互いに汗をかきながら肌を合わせていた。

「穂乃香……、中が喜んでる。俺を誘ってる。……欲しい？」

「欲しいです、いっぱい……中で、私の中で絢人さんも気持ちよくなって……」

　絢人が背後から穂乃香に身体を密着させた。腰の動きだけは激しいままで、自分達はまるで獣のようだ。

　絢人は穂乃香の胸に片方の手を伸ばして、その先端をぎゅっと摘まんでくる。瞬間、電流が流れるような強い刺激が駆け巡った。それが結合部分に繋がって、陰道でひくひくと痙攣がおこる。

「あぁぁっ！　だめっ、熱い、やっ……イク、私、ああっ！」

　同時に、絢人の陰茎は膨れ上がり、穂乃香の奥にどくどくと精を放ちはじめる。何度も何度も繰り返し出され、そのたびに穂乃香は喜びの嬌声を上げた。

　それから絢人が繋がりを解くと、穂乃香の膣から体液が一気に零れ落ちた。白濁としたそれは、絢人の放ったものだけではなく、穂乃香の奥から湧き出てきた淫水も含まれているように思えた。

「あっ……零しちゃってごめんなさい。あっ……やっ」

　蜜口が収縮するたびに、繰り返し雫となってしたたり落ちてしまう。

　ここにきて、二人が今していることは快楽を求めたものではなく、子を授かるためのものだったことを思い出す。

「大丈夫だよ。ちゃんと奥に届いてるから。でも、穂乃香が辛そうだ」

　絢人は、穂乃香の内腿を汚している体液を指ですくったあと、蜜壺にそれを押し込めるようにしながら、中への刺激をはじめる。

「ああっ、だめ。今は擦らないで……かき回さないでっ」

　達したばかりの穂乃香には強すぎる刺激だ。

「全部、出してしまえばいい。……また注ぐから」

「イクッ、またイクから……ああっ」

　さっきよりさらさらとした体液が穂乃香の蜜口から放たれる。決壊が起こったかのように一気に放出され、絢人の手と床を汚していく。

「絢人さん……、酷い。私……こんな……」

　いつも上品で気づかいの人である彼が、床の上で平然と淫らではしたない行為をしてくる。先にシャワーを浴びることもなければ、ベッドにも行かずに、本能をむき出しにしてきたのだ。

「穂乃香の前だと、もう自分を律するのが難しいんだ。あきらめて受け入れてくれ」

　悪びれもせず、絢人は言う。

　彼が放つ色気に惑わされる。穂乃香はこの先も、彼になら何をされても喜んでしまうのだろう。






５　七年分の激情








　気持ちが通じあった夫婦の、新しい関係は手探りだ。

　絢人は七年前のように明確なルールを定めないと言った。子どもを希望するのなら、生活に関して流動的な部分が多いからだ。

　ただ、彼はすべてにおいて穂乃香を優先してくれている。このまま幼稚園勤務を続けられるよう、ひとまず住まいは穂乃香のマンションにするつもりらしい。

　都心まではぎりぎり通勤内であること、絢人は時間に自由がきく立場であることを理由にしていたが、今まで橘屋の本社のすぐ近くに部屋を持っていた絢人にとっては、不便であることは明白だ。なにより絢人のマンションより狭い。

「二人の勤務地の中間地点あたりに引っ越すのはどうですか？」

「それも視野に入れておくけど、ゆっくり考えればいい。それよりすぐに一緒に住みたいんだ」

　それは穂乃香も同じ気持ちだ。でも、同居開始早々絢人が不満を感じるようになっては、新しい結婚生活は長続きしないのではないかと不安になる。

「何か、希望はないんですか？　また絢人さんばかり損してる……」

「そんなことないけど、希望はあるにはある」

「なんでしょう？」

「正月休み、旅行に行きたい。二人だけで」

　お正月は例年、橘の実家に顔を出していた。年に数回の実家への訪問は、今まで穂乃香に与えられてきた役割だったはず。

「新婚旅行に行ってなかったからと両親に伝えたら、新年の挨拶なんかいらないから二人でゆっくりしてきなさいって母も言っていたよ。今から海外は難しいから、国内……沖縄あたりはどうかな？」

　沖縄と聞いて、穂乃香は心が沸き立つ。

　両親が生きていた頃の家族旅行や修学旅行ではたまたまその地に縁がなく、いつか行ってみたいと思っていた。絢人には世間話として、随分前に打ち明けていた気がする。もしかすると、それを覚えていてくれていたのかもしれない。

　これは絢人には伝えていないことだが、彼と便宜的な婚姻関係を結んでから心のどこかに「妻でいたい」という気持ちがあったので、許可を取らず友人と泊まりがけの旅行に行くと誤解を招いてしまうかもしれないから控えていた。だから旅行と聞けばそれだけでもわくわくしてしまう。

「むしろ私のご褒美になってしまいそう」

　穂乃香がつぶやくと、絢人はくすっと笑った。

「本当に、そう思ってる？」

　そう言って、絢人は穂乃香の髪に手を伸ばしてくる。じゃれるように毛先をくるくると回して遊びはじめるが、神経の通っていないはずの髪の先でも何かを感じ取ってしまいそうだ。髪が短くなった分、顔と近いのもいけない。

「楽しみだな。どちらのご褒美になるか……」

　穂乃香は彼に見つめられ、身体の奥を疼かせた。





§






　幼稚園の年内最後の行事であるクリスマス会が終わると、いよいよ冬休みがはじまる。

　絢人はあれからすぐに必要最低限の荷物を穂乃香のマンションに運び入れ、同居を開始したあと、旅行の計画もすすめてくれた。

　何か手伝うことはあるかと尋ねると、絢人はすぐに首を横に振る。

「旅先で必ず立ち寄りたい場所だけ、リストアップしておいてくれる？　他のことは俺に任せて欲しいんだ」

　絢人はこの計画を楽しんでいて、穂乃香に旅行そのものをプレゼントしてくれるつもりらしい。無理をしているわけではないと信じ、穂乃香は素直に彼に任せることにした。

　そして迎えた旅行初日。

　羽田では航空会社のラウンジを利用させてもらい、乗り込んだ機内は当然のようにハイクラスシートだった。

　絢人が計画してくれたのだから贅沢な旅行になることは予想していたが、穂乃香は移動の間、終始緊張していた。場違いだと思われないように、絢人に恥をかかせないようにと身構えてしまう。

　そしてなにより穂乃香を落ち着かなくさせたのは、彼の態度だ。

　歩く時は、手を繋ぐか肩に回してくる。以前よりも接する距離が近い。会話は耳元で愛を囁く時のように甘く紡ぐ。人前でも平気で額を合わせたり、耳に触れたりする。

　そのたびに穂乃香がどれだけ戸惑っているか、彼はきっと知っている。

「新婚旅行なんです」

　ラウンジや機内スタッフ、そして到着した那覇の送迎タクシーの運転手、宿泊先のポーターにまで、嬉しそうにそんなことを言って回っている。きっとそれは、昔「親戚」だと紹介したことへの償いなのだろう。

　接客を仕事とする彼らは、当然にこやかに「おめでとうございます」と笑みを向けてくれるが、なんだか穂乃香は申し訳ない気持ちになってしまう。不釣り合いなカップルだと笑われていなければよいのだが。

　宿泊先は、スパニッシュ建築のプライベートヴィラだった。部屋専用のプールや大きな円形のジェットバスがあり、部屋にはキッチンもあるが、食事のサービスもしっかりと整っているらしい。

「外で泳げないのが残念……」

　沖縄と言えども、季節は冬だ。さすがに屋外で水着になるような気温ではない。

「今夜はプールサイドでディナーの予定だ」

「それは素敵。じゃあディナーまではガイドブックでも見てようかな……」

　空港に到着したのは昼前で、そこからタクシーを使い、ショッピングや食事ができる観光施設に立ち寄ってからここにきた。

　時刻は三時半。ディナーまではまだ時間もあり、ランチの量が多かったのでお腹もすいていない。

　絢人はのんびりとした滞在を好むのか、もう一カ所くらい観光できただろうにそれをしなかった。

　到着早々時間ができてしまったので、穂乃香は持参したガイドブックを読むため、自分のキャリーケースを開けようとした。しかし荷物を前にして、絢人に阻まれてしまう。

「それより、寝室へ行こう……」

　背後から、絢人が抱きしめてきたのだ。

「今、ですか？」

「今」

　彼はきっぱりと言う。

「でも、まだ明るいし……」

「ハネムーンだから、昼も夜も愛し合うのは当然だ。……ほら、おいで」

　絢人は手を引いて、寝室に案内してくれる。

　部屋に入った瞬間、薔薇の香りが漂ってきた。寝室はキングサイズのベッドが置かれていたが、そのベッドカバーの上には赤い薔薇の花びらが散りばめられている。香りはこの花びらから発生しているようだ。

　絢人はベッドの脇に穂乃香を立たせると、自分も向き合える位置に立った。

「服を脱がせてもいい？」

　問いかけながら、絢人はすでに穂乃香の服に手をかけていた。上着のパーカーも、着ていたリゾート風のワンピースも彼の手によって脱がされてしまう。

　それに、絢人に見せることを意識して新調したレースの付いいた下着も……彼はさっさと取り払って穂乃香をベッドの上に横たえた。

　それから穂乃香の足下で、自分も服を脱ぎ捨てて無造作に床に落としていく。

（絢人さん、綺麗……）

　彼の引き締まった身体は、穂乃香のものとまったく造形が違う。滑らかな肌からは筋肉がついている部分がわかり、美術館で見た神話の彫刻を想起させる。しかし、石像とは違い、触れると案外柔らかいことももう知っている。

　穂乃香が絢人の裸体に見とれている間、彼の視線も穂乃香の身体に向けられていた。

「記念に、写真に残しておきたいくらい綺麗だよ」

　絢人はカメラこそ持ち出してこなかったが、まるで自分の目に焼き付けているかのように、穂乃香をじっと見つめてくる。

　本当に綺麗なのは絢人だ。穂乃香には賞賛を受けるような特別なものなどない。みすぼらしいとまでは思っていないが、鑑賞していても楽しいものではないはずだ。たまらず、胸と下肢の前を手で隠す。

「隠さないで……」

「でも……絢人さんが見るから」

「穂乃香だって俺を見てたじゃないか。もっとよく見せて、……少し足を開いて」

　どうしてなのか、穂乃香は絢人の言葉に従ってしまう習性があるようだ。

　恥ずかしいと思っているのに、言われたとおりのことをしてしまう。

　膝を曲げて、ほんの少し足を開いてみた。

「…………」

　絢人が無言で見つめてくるから、恥ずかしさで思わず膝を閉じる。

「閉じたらだめだよ。もっと見せて」

　絢人がベッドを軋ませながら近付いてきて、穂乃香の膝を割ってくる。これでは、絢人からは秘所が丸見えになってしまっているだろう。絢人の視線は、確実にその場所に向けられていた。そして彼は顔を近付け、穂乃香の股にうずめたのだ。

「────んっ」

　あたたかく、艶めかしい感触に、腰が浮く。恥部を舐められている。

「あっ、んっ──んっ」

「今、俺に何されてるの？」

　絢人が言葉を発するために唇を離したが、声や吐息がかかって、それさえ刺激になる。絢人は穂乃香が質問に答える前に、身体に教え込むようにまたその場所に口付けをした。

「あっ、舐められてる。私の、……感じやすいところ、絢人さんの舌でっ……ああっん」

　絢人が執拗に穂乃香の花芽を嬲っている。舌先を尖らせてつんと突かれると、感触で認識できる自分の花芽の存在感が増していく。穂乃香の突起は胸を刺激された時と同じように、固くなり肥大していっているのだ。

「こんなのっ……あんっ、私、そこだめです。すぐにイッてしまうから」

　穂乃香はこれ以上の刺激が怖くなったが、絢人は止めるどころか、蜜壺に指を入れて二カ所を同時に刺激しはじめた。

「あっ、だめっ……もうっ」

　指と舌で、穂乃香は簡単に達してしまう。中に入れられた指を抜かれると、たくさんの体液が零れ落ちた。

「ああ、穂乃香は本当にかわいい……このまま繋がろうか」

　絢人は、まだ絶頂の余韻が収まらない穂乃香を休ませるつもりはないようだ。

「待って、……待ってください」

　穂乃香は密口をひくつかせたまま、絢人に阻まれる前に身体の向きを変えた。這うようにして彼と向き合う。

　絢人はずるい。穂乃香を翻弄してばかりだ。穂乃香も、もっと彼の乱れた姿が見たい。

「私も、したい……」

　膝立ちになっている絢人の、そそり立つ部分に顔を寄せる。

「何を？」

　問いかけてきた絢人だが、言葉にしなくてもわかっているようだ。彼が息をのんだ。期待してくれていることが伝わり、穂乃香は嬉しくなった。

　ためらいなく、絢人の陰茎の先に口付けをする。絢人のものなら、なんだって愛おしく思えてしまう。

　ちゅっちゅと何度かキスすると、先端から透明な液体が零れ落ちてきた。

　その雫を舌で舐め取って、それから大きく口を開けて鈴口をのみこんだ。

「……っく」

　男性と女性の身体は、異なるようで実は近いのだろう。穂乃香の小さな突起がそうであったように、大きさは違えど絢人のものも敏感に作られているようだ。

「ふぁっ、……んんっ、ん」

　絢人の陰茎を咥え懸命に口を動かしていると、彼もさりげない動きと言葉で、自分がよくなれる方法を穂乃香に伝えてくる。

「……ああ、いいよ。もう少し奥まで……舌で……そう」

　奥まで咥えると苦しかったが、その声や乱れた吐息から彼が感じてくれているのだとわかり、懸命に口と舌を動かした。

「……穂乃香、顔を上げて、俺に見せて」

「……んんっ」

　言われたとおり顔を上げると、絢人は息を弾ませながら頬を紅潮させていた。

「だめだ。これはちょっと……」

　何がだめなのか、穂乃香は咥えたまま首を傾げる。

「君があまりにかわいいから、もちそうにない。……っく」

　そうして絢人は一瞬苦悶に耐えるような表情をしたあと、穂乃香の口から自分のものを引き抜いてしまった。

「絢人さん……ずるい」

　このまま続けていたら彼を絶頂まで導くことができたのでは？

　出して欲しかった穂乃香は、止めてしまった絢人への不満を漏らす。だって穂乃香はいつも絢人の手で追いつめられ、はしたない姿を晒しているというのに、自分はぎりぎりで回避してしまうのだから。

「いいんだよ。……こっちで受け止めて。穂乃香の中に注ぎたい。二人で気持ちよくなろう」

　絢人は穂乃香の身体を仰向けにして、膝の裏を持った。尻が上がるくらいまで持ち上げたあと、待ちきれないのか急いた動作で穂乃香の中に滾った陰茎を埋めてくる。

「あっ……んん」

　ずんっと奥まで一気に入れたあと、二人の結合が解けないぎりぎりまでゆっくりと抜いてくる。そして、また……。

「ほら、見て。今どうなってる？」

　恥部の丘の先から、出し入れされる光景が穂乃香からもよく見えた。

「はぁん……絢人さんの固いのが、私の中に入って……あっ、すごい。私、壊れちゃう……」

　自分がこのたくましい存在を受け入れていることが、未だに信じられない。出入りする様を見せつけられると、視覚としても追いつめられていく。

　奥を突かれると、膣壁は絢人のものを離すまいとぎゅっと締め付けてしまう。尻を上げているせいで、今までよりさらに深い場所に先端が届いている。

「んっ、ああっ……奥が、あんっ」

　子宮の入り口を突かれ、さらに押し上げられるたびに穂乃香は大きな嬌声を上げた。絢人の動きが激しい。律動はすぐに速くなっていく。

　彼の額から滲み出た汗が、穂乃香の胸にぽたりと落ちる。自分とのセックスに我を忘れるくらい夢中になってくれているようで、少し乱暴にも思える行為を穂乃香は喜んだ。

「穂乃香……受け止めてくれっ」

　ぐっと、絢人の動きが止まる。陰茎が質量を増し、痙攣をはじめる。奥に吐精しはじめたのがわかった。

「あっ、私も……いいっ！　ああっ」

　放たれた精液の熱が腹部にじんわりと広がっていくことを感じながら、穂乃香もまた達してしまった。

　いつもより短く、より激しい交わりだった。絢人は体力を消耗したのか、穂乃香の胸に顔を寄せて余韻に浸るようしながら呼吸を整えている。

　結合はまだ解かれず、穂乃香の中にとどまっている男性器が、まだピクピクと動いていた。その存在を感じるたびに、穂乃香はつい膣壁をひくつかせてしまう。

「……このかわいい口で、って思い出すとたまらない」

　絢人は顔を上げると、穂乃香の唇に指を差し入れてきた。

「んっ……ふぁっ、あや……」

　キスをするみたいに、指で舌や歯列をいじられる。

「まだだ……たりない」

　絢人がゆっくりと腰を動かしはじめた。

「ふぇっ……あっ、ん」

　ぐちゅっぐちゅと、絢人が放ったねばりけのある精液が動きに合わせて卑猥な音を立てている。

　今度はゆっくりとした動きではあったが、穂乃香は突かれるたびに強い快感に襲われ、ずっと絶頂に押し上げられているような心地になった。

「俺の子を、孕んでくれ」

　絢人の言葉にろくに返事もできず、だらしなく口を開けながら、嬌声の合間に頷くことしかできない。

　ただ快楽の片隅で、絢人がとにかく強く子どもを望んでいることだけは理解できた。

（私、きっと……絢人さんの子を……）

　これほど熱心に行為を重ねていたら、穂乃香はきっと遠くない未来に子を孕む。確信めいた予感がしていた。でも、その後のことはまだよくわからない。

「こんなにずっと繋がっていたら、俺達は離れられなくなるだろうね」

　本当にそうなればいい。離れたくないという自分の意志を示すように、穂乃香は絢人に縋り付いた。
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　夕食は、絢人の言っていたとおりプールサイドで食べることになった。

　専属のシェフがバーベキューグリルを使って、その場で肉や魚を焼き上げてくれるスタイルだ。

　プールにはろうそくのトーチが無数に浮かべられ、特別な夜の雰囲気が作り上げられている。

　景色が楽しめるよう、向かい合わせではなく二人がけのソファーに並んで座った。それは、食事をするには近すぎる距離だ。常に必ず身体のどこかが接している。

　シェフと給仕スタッフの二名が近くにいるので、この場で親密すぎる行動はさすがにしない。

　わかっているのに、穂乃香は食事以外のところに気持ちがいってしまう。

「顔が赤いね……酔った？」

「酔うほど飲んでません」

　顔が赤いのは、お酒のせいではない。絢人と交わした情交があまりにも淫らで激しかったせいで、上手く切り替えができないのだ。

　絢人との行為で快楽に溺れた穂乃香は、食事の時間ぎりぎりまで眠ってしまっていた。絢人に起こされて、あわてて残滓をシャワーで流して身支度を調えたが、なんとなく秘部に違和感がある。つい絢人の瞳や唇を目で追ってしまうし、彼の体温を意識してしまう。そのたびに下腹部が疼くのはなんなのだろう。

　穂乃香はずっと落ち着かなくて、食事を終え部屋に戻ってすぐ、絢人に甘えるように抱きついた。

「穂乃香から甘えてくれるのは、嬉しいな」

　言いながら、絢人は穂乃香を抱き上げる。

「さっきはシャワーを急かせてしまったから、ゆっくり風呂に入ろうか？」

　一緒に入ることは、もう彼の中で決定事項のようだ。

　穂乃香の身体はずっと絢人を求めていて、今は離れたくないから素直に頷いた。

　大きなバスタブに湯を張りながら、服を脱がせ合った。

　今日の穂乃香は恥じらいなど消え失せてしまって、この場で絢人が抱いてくれることを期待していた。

　でもどうやら彼の考えは違ったようで、穂乃香の身体を丁寧に洗ってくれたのに、その手は必要以上に官能を高めるような動きはしなかった。湯の中に入ってからも、のんびりとくつろいでいる。

　穂乃香も湯の中に入り近付いていくと、彼の口元がほころんでいるのがわかった。

「絢人さん……意地悪しないでください」

　穂乃香は絢人の膝の上に乗って、向かい合いながら軽く睨んだ。彼は穂乃香が求めていることを知っていてわざとじらしているのだ。

「どうして欲しいのか言ってごらん」

　試すようなことを言うから、穂乃香は身体でわからせるつもりで、絢人の胸にきつく吸い付いた。自分がされたいことを、彼に施していく。

　首筋は舌を尖らせながら舐めて、肩を甘噛みする。指先で彼の胸の真ん中にあるささやかなシンボルをいじりながら、心臓があるだろうあたりに強く口で吸い付いてみる。

　キスマークを付けるのは好きだ。絢人がこれを許容してくれると、彼の身体は穂乃香のものだという証明のように思える。

「ふ……穂乃香はちょっと罪なくらいエロくなっていくね」

　絢人の瞳の奥に獰猛な炎がつきはじめている。

「絢人さんが、そうさせるんです。今日の私、変なんです」

　昼間の交接があまりに淫らだったから、そこから感覚が狂ってしまった。箍が外れてしまったまま戻れない。

「キスマーク……絢人さんにもまた付けて欲しい」

「そうしたいけど、こっちにきてからいつもと服装が違うからね。……穂乃香、そこに座ってごらん」

　絢人に示されて、何をしてくれるのかと期待しながら、穂乃香はバスタブの縁に座った。風呂場の床と縁がほぼ同じ高さになっているから、ひっくり返って怪我をしてしまう恐れはなさそうだ。

　何をしてくれるのだろうと期待しながら待っていると、湯につかったままの絢人は穂乃香の足首を取って、甲に口付けをくれた。それからつま先を口に含み、さらには指の間まで舐めようとする。

「あっ、それやだっ……汚いです。だめ……」

　今洗ったばかりだとはいえ、指の間は抵抗感がある。思わず足を引っ込めようとしたが、絢人はそれを許してくれない。

「じゃあ、ここは？」

　彼は穂乃香の足の裏側……普段地面にあまりつかない柔らかい部分を舐めはじめた。

「あっ、んっ……くすぐったい」

　本当はくすぐったいだけではない。ぞくぞくとした快感がまざっている。

　絢人は穂乃香の足をそこらじゅう舐め、やがて触れる場所を太もものほうへと移動させていく。ふくらはぎ、膝裏、そして内腿へ。

「キスマーク。……ここなら、俺以外の誰にも見えない」

　穂乃香の秘部に限りなく近い部分に、絢人は吸い付く。ピリッとした感覚が気持ちいい、でも物足りない。

「ああっ……絢人さん。……私、もう欲しい。激しく抱いて……」

　それから二人は浴室でも、ベッドルームでも互いの身体を必死に求め合い、一日目の夜はふけていった。
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　二日目の朝、穂乃香は絢人の腕の中で目を覚ました。

「──おはよう、穂乃香」

　絢人はすでに目を覚ましていて、すぐに穂乃香の額やこめかみにキスをしてくる。

　今は優しい触れ合いだが、熱心な絢人がまた求めてくるのではないかと穂乃香はドキドキした。

　昨日の絢人は昼も夜もとても情熱的だった。彼と肌を重ね合わせることはとても好きだ。でも、今日も同じくらいの情欲をぶつけられたら、さすがに身が持たない気がする。

「あっ、あの……絢人さん、今日の予定は？　どこかに出かけますか？」

　問いかけると、絢人は何かを思い出したように起き上がった。

　散乱していた下着やナイトウェアを拾い、穂乃香に着せてくれたあと、手を差し伸べてくる。

「実は見せたいものがあるんだ。……おいで」

　そう言って、絢人は使用していないサブベッドルームに穂乃香を連れていく。

「……えっ？」

　扉を開けた瞬間に、穂乃香は驚きの声を上げた。

　その部屋には一体のトルソーが置かれていた。トルソーに着せられているのは、純白のウエディングドレスだ。

「……勝手だとわかってるけど、どうしても穂乃香に着て欲しい」

「でも……」

　そういえば、絢人は二人が再契約を決めた日に結婚式のことを口にしていた。あの時は話を流してしまい、思い返せばそれからも何度か希望を聞いてくれていたが、穂乃香は「必要ない」と返事をしていた。

　断ったのは遠慮したわけではなく、結婚式は親族の集まりであると捉えていたから、自分の境遇から苦手意識を持っていたためだ。

「俺のために、着てくれないか？　二人だけの結婚式だから」

　絢人は穂乃香の心の内側などすべてお見通しなのかもしれない。俺のためというのは方便で、穂乃香のために計画してくれたということくらい、さすがにわかる。

「嬉しいです……。私、すごく嬉しい」

　ドレスを見た瞬間、確かに心が沸き立った。喜びで、つんと目の奥が痛んでいる。

「サイズは合ってるはずだよ。ごめん、この前のパーティードレスのデータでオーダーしたんだ。君に似合うと思う。趣味に合うといいんだが……」

　パーティーで使用したドレスは、絢人の母に紹介された橘屋のブライダル部門の取引先に注文していた。絢人は同じ店でウエディングドレスをオーダーしてくれたのだろう。

　急ぎで作ってもらったにしても、かなり早い段階から計画してくれていたのだとわかる。そして、きっとこれが旅行の一番の目的だったのだろう。

「絢人さんが選んでくれたのなら、私にとって特別なドレスです」

　そのあと穂乃香はエステで施術を受け、花嫁衣装に着替えた。

　似合うと思うと言ってくれたドレスは、かわいらしいビスチェタイプのプリンセスラインだった。

　身支度を調えて大きな鏡で自分の姿を見ると、昨日絢人が目立つところにキスマークを付けなかった理由がわかって、思わず一人でクスクスと笑い出してしまった。

　絢人が穂乃香にどういう印象を抱いているのか伝わってくる。「かわいい」と、彼はよくそう言ってくれる。穂乃香はそれに「子どもっぽい」という意味が含まれていると捉えていた。

　もし自分でドレスを選んでいたら、きっと大人っぽいデザインを選んでいた。でもこのドレスを着た姿を鏡で見たら、背伸びをせずありのままの自分を認めてあげたくなった。

　

　施設に併設されているチャペルで、二人は七年越しの愛を誓った。

　この日、穂乃香は自分のことを世界で一番幸せな花嫁だと、純粋にそう思えた。






６　あなたに必要とされたい








　沖縄への旅行は観光よりも、裸で抱き合っている時間が長かった。普段なら絶対にしないような、昼と夜の区別が付かなくなるような怠惰な日々を過ごしてしまった。

　そして旅行の間ずっと一緒に過ごしていたら、絢人の前で自分を作ることが難しくなってしまった。

　旅行前、一緒に住みはじめてから心の距離は縮まっていたつもりだったが、互いの仕事があったから、共有した時間はそれほど多くなかったのかもしれない。

　彼によく思われたいがために、知らず知らずのうちに肩肘を張ってしまっていたようだ。

「穂乃香はもっと、わがままでいいんだよ」

　絢人は旅行中の穂乃香の変化を喜んでくれた。だから穂乃香は帰宅してからも、素直に甘え、感情をなるべく口にするようにしていた。

　冬休みが明けると、幼稚園は餅つきや節分、ひな祭りなどの季節の行事があり、加えて年長の子ども達の卒園式に向かって、忙しくなる。

　穂乃香は年中組の担任なので、お別れの会に向けて在園児に歌を教え、卒園式の裏方として準備をはじめる予定だ。

　絢人も正月が明けてからは仕事が忙しくなっているようだが、今は桐生マテリアルとの仕事も多く、毎日都内へ通勤しているわけではなかった。

　おかげで同居開始の時に懸念していた、絢人に強いる負担について難しく考えないで済んでいる。

　それでも、住居について最近思うことがある。

（引っ越し……したほうがいいんだろうな……）

　穂乃香の仕事優先で、現在の場所が仮住まいとなっているが、先のことを考えるとこのままでいいとは思えない。

　先月は妊娠していなかった。そしてもともと不規則な部分があるが、今月もそろそろ周期がめぐってきてもおかしくない頃だった。

　近い将来、子どもを産み育てていくとしたら、自分達にとってどういう環境がベストか。そして、このタイミングで妊娠が発覚したらどうすべきか。

　勤務先の幼稚園は、職員の妊娠や出産を積極的にサポートしてくれる職場だ。だから、子育てとの両立はできる。

　しばらく前には、一度子育てに専念するために退職した職員が復職希望の連絡を入れてきたようだ。そのことを知ってから、心が揺れている。

　今なら、他の職員の負担が増すような人員不足にはならない。だから退職を決断して、絢人の生活に合わせることもできるのだ。もちろん、幼稚園教諭を完全に捨てるわけではない。時期が来たら再就職はできるから。

　取り繕わず、素直な自分を見せていくと決めた穂乃香だが、このことは絢人に相談するか悩んでしまう。

　彼は住居や仕事などは今までずっと穂乃香の考えを尊重してくれていた。だから迷いを見せたら自分の希望を押し殺して、穂乃香がやりたいことに誘導してくるはずだ。

　引っ越しについては就職の時に一度転機があったのに、逃げてしまった過去がある。

　今回こそ穂乃香が決断して、自分の意志として迷いなど見せずに彼に伝えるべきだと思っていた。

　そしてもしこのタイミングで授かっていたら、あと一歩の決断の勇気になるだろう。

　この先にあるかもしれない幸せのビジョンを、少しずつ想い描けるようになっていた穂乃香だったが、それからすぐに水を差されるような出来事が起きてしまう。

　

　職場である幼稚園に、穂乃香宛の一本の電話がかかってきたのは、一月半ばのことだった。

「橘先生、ご親戚のかたから電話ですよ」

　伝えてきたのは、幼稚園で事務関係をまとめている副園長だった。副園長は園長の妻で、五十代のおおらかな人物だ。ちょうど園児が帰ったあとの時間で、穂乃香は事務所にある自分の机で書き物をしているところだった。

「親戚？　……ですか」

　穂乃香は就職してからは、既婚者であることを隠してはいない。もし絢人や義両親ならこういう場合、曖昧に「親戚」を名乗らない気がした。でも、他に職場を知っていて、急な用件で電話をかけてくるような人が思い浮かばない。

　穂乃香が怪訝な顔で首を傾げると、副園長は電話の相手についてさらに詳しく教えてくれた。

「半田さんですって。心当たりない？　女性よ」

　その名を聞いて、警戒を強める。伯母とはもう七年直接会っていない。決別に関してはすべて絢人を通して話をつけて、もし今後何かあった場合の窓口は顧問弁護士にお願いしており、就職先も教えていない。

（なのにどうして──？）

　不信感しかないが、この場で応答拒否は副園長を困惑させてしまうだろう。

「いえ、半田は確かに私の伯母です。出ます」

　穂乃香が受話器を取ると、すぐに声が聞こえてきた。

『──穂乃香ちゃん。元気にしていた？』

　声質からも、相手は確かに伯母だとわかる。

「伯母さん、お久しぶりです。……どうかなさいました？」

『ええ、少し込み入った話があって』

「緊急ですか？　ここは職場で、今は勤務時間なのですが……」

『そうよね。私ったらごめんなさい。でも穂乃香ちゃんの電話番号、もうわからないから……』

「あとでかけ直します。伯母さんの携帯電話の番号を教えてください」

『ええ、今日は何時でも大丈夫だから。待ってるわね』

　この通話を早く切り上げるためには、番号を聞いてかけ直す以外の方法が思いつかなかった。伯母が伝えてきた番号のメモを取って、穂乃香はすぐに電話を切った。

　副園長は、何かあったかと心配そうな顔をしている。身内の体調不良や不幸があった場合、急な休みを取得する可能性があるから、それを確認したいのだ。

「疎遠になっていた伯母なのですが、それほど急用ではなかったようです。あとでかけ直す約束をしました」

　穂乃香がありのままに伝えると、副園長はほっとした顔になる。私用の電話について特に咎められることもなかったので、すぐに互いの仕事に戻っていった。

　そしてその日の帰宅後、穂乃香は伯母に電話をした。

　穂乃香の中では、株を売却したこのタイミングでの連絡について、お金の無心ではないかと疑う気持ちが強く、念のためこちらは非通知設定だ。

　非通知の電話は無視する人も多いはずだが、伯母は穂乃香がかけてきたとわかったらしく、待ち構えていたかのようにコール二回で繋がった。

「──穂乃香です」

『穂乃香ちゃん、電話ありがとう。……さっきはごめんなさいね。伯母さんどうしても穂乃香ちゃんのことが気がかりで。最近、あなたのことばかり思い出しているのよ……もう歳かしら？』

　そこからはじまったのは、伯母の一方的な思い出話だった。

　特に半田の家で問題が発生したわけでもなく、穂乃香が元気でやっているか心配していた。会いたくてしかたない。たまには夕飯でも食べにこないか。そんな内容だった。

　どうやら伯母の中で過去は美化されているようだ。彼女が語る一家団欒の中に、穂乃香が入っていたような口ぶりに嫌気がさす。

　穂乃香は「そうですか」を繰り返し、もちろん会うのは拒否して、絶対に職場にはかけてこないように念押しして電話を切った。

　十分程度の電話だったが、精神的に疲弊する。過去の嫌な思い出がフラッシュバックしてきてしまい、ソファーに座ってぐったりとしていた。

　しばらくすると、玄関のほうで物音が聞こえてくる。絢人が帰ってきたのだ。

「絢人さん、おかえりなさい」

　穂乃香は玄関まで出迎えに行き、まだ靴すら脱いでいない絢人に思わず抱きついた。

「どうした？　急に……」

　驚いていた様子だが、絢人はしっかりと穂乃香を受け止めてくれる。優しい手で頭を撫でてくれる。もしも絢人と巡り合えていなかったら、自分はどうなっていたのだろう。想像するだけで恐ろしくなる。

　あの時絢人がいなかったら、祖父の葬儀の日に家出をしていたかもしれない。しかし高校生だった穂乃香が、突然一人で生きるのは難しかったはずだ。大学受験もままならなかったと思う。それに桐生の親族達への対応も上手くできなくて、きっと潰されていた。

「……実は今日、伯母から電話があったんです。……しかもはじめは幼稚園に」

　穂乃香は絢人の胸を借りたまま、今日の出来事の報告をした。

「それで、伯母さんはなんて？」

　発せられた絢人の声に剣呑さが含まれている。これは伯母に対して怒ってくれているのだとわかった。

「元気にしていたかって。会いたいとも言ってましたが、もちろんはっきり断りました」

　穂乃香はもう、何もできない十代の女の子ではない。嫌なものは嫌だと言えるし、絢人に頼らずとも、きっとやりこめるだけの手段を知っている。だから今後何かされるという心配はあまりしていないつもりだが、それでも過去の心の傷はどうにもならなかった。

「それは、嫌な思いをしただろう」

　穂乃香は素直にうんうんと、彼の腕の中で頷いた。絢人だけだ。こうして穂乃香を理解し、辛い出来事さえわかち合おうとしてくれるのは。

　少し前までの穂乃香は、彼と別れる未来のことばかり考えていた。それが絢人のためで、彼に縋り付いてはいけないのだと思っていた。

　でも、もう今は無理だとわかる。一度このぬくもりを知ってしまったら、手放すことなんてできない。どんなみっともない姿を晒すことになったとしても、側にいて欲しいと願ってしまう。
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　それから十日ほど経過した。

　伯母は約束を守るつもりがあるようで、一度目以来連絡はしてこなかったから、穂乃香は次第に半田一家のことを気にしなくなっていた。

　今の穂乃香は自分の体調について意識が向いている。生理がしばらくきていないのだ。

　絢人との子を授かっているのではないかという期待が増して、いつ検査しようかとそわそわしていた。

　調べるとそろそろ検査してもいい時期だとわかり、この日は帰りがけに薬局で妊娠検査薬を購入しようと決めていた。

　いつも通りの勤務を終え、幼稚園の門を出てバス停まで歩いていく。目的の場所までの短い距離に、いつもと違う光景が目に入ってくる。

　電柱の陰に男が立っていたのだ。誰かを待ち伏せしているようで、警戒を強めバッグを抱えなおす。

　幼稚園では、離婚した夫婦や不仲の祖父母が園児を連れ去ろうとする事案が発生することがあるから、注意するようにと教えられている。

　今日はもうすべての園児が帰ったあとだが、今後のトラブルに発展する可能性を見逃してはいけない。

　とはいえ敷地の外に立っているだけの男性を「怪しい人物」と決めつけて、対応できるわけもない。まずは通り過ぎ、様子を見るしかないだろう。

　穂乃香がその人物に近付きすぎないようにしながら、その先にあるバス停まで向かおうとすると、男のほうが動き出す。

「どうもこんにちは。……いや、こんばんはかな。私のこと覚えていますか？」

　男は、穂乃香を待ち伏せていたのだ。黒いジャンパーにあご髭をはやした男だ。

「……いいえ」

　思い出せずそう答えながらも、記憶のどこかに引っかかるものがあった。

「もう二ヵ月以上前になりますかね？　タチバナホールディングスのパーティーでお会いしました。フリーで記者をしております。伊い佐さ山やまと言います」

「あの時の……！」

　パーティーの夜、くたびれたスーツで穂乃香に話しかけてきた男だ。

　何者か判明し、穂乃香は警戒を強める。あの日、パーティー会場への出入りが許された報道機関は主催側により精査されていた。何かを探るわけではなく、企業の発表を報道する目的でやってきていた。しかしこの伊佐山は、不躾にも穂乃香の写真を撮り、タレントでもないのに突撃の取材を申し込んできたのだ。その時から違和感を持っていた。

　伊佐山は女性誌と言っていたが、おそらくファッション誌ではなく週刊誌なのだろう。自分が記者につけ回される理由がまったくわからなく、気味が悪い。

「申し訳ありませんが、失礼します」

　穂乃香はあえて「なんの用ですか？」とは聞かなかった。軽くお辞儀をしてバス停に向かうが、伊佐山はあとをついてくる。

　ちらりと腕時計で時刻を確認しようとしたが、そこで秒針の動きがおかしいことに気付く。時を刻む長針のスピードが遅くなっていて、時間もずれていた。

（……故障？）

　自動巻きの時計は、毎日付けていれば巻き上げ不足で止まることはほとんどない。定期的なメンテナンスもしている。

　時計が故障したのなら修理に出せばいいだけなのだが、このタイミングで気付いてしまい穂乃香は動揺してしまった。

　代わりにスマホで時刻を確認すると、バスが来るまではあと五分もあった。他の職員は車通勤が多く、バス停には職員含めて他に待っている人もいない。

　穂乃香は伊佐山とは目を合わせず、流れていく車をただ眺める。無視を決め込んだつもりだが、伊佐山も負けじと話しかけてきた。

「穂乃香さん。実はおもしろい記事があるんですよ」

「……」

　穂乃香が興味を示さないよう振る舞うと、伊佐山は持っていたバッグから大きい封筒を取り出して、その中身が見えるよう、穂乃香の前に掲げてきた。

　それは記事の原稿だった。大きなフォントで書かれた見出しは、否応にも視界に入ってきてしまう。

「なんですか……これは」

　そこに書かれていた内容に、穂乃香は反応せずにいられなかった。

【タチバナホールディングス、桐生マテリアル買収の舞台裏】

【御曹司が女子高生を囲い込んでいた】

　その見出しから、悪意がありそうな記事だということはわかった。ただ、結婚した時、穂乃香が高校生だったことは紛れもない事実だ。

　穂乃香は記事の内容にも目を通していったが、読みすすめるうちに怒りで手が震え出した。

「何も知らないくせに……。よくもこんな酷い記事が書けますね」

　記事の中心は、「親族のＨ一家」の証言になっていた。Ｈとは半田を指しているのだろう。

　タチバナホールディングスの御曹司であるＡ氏は、桐生マテリアルの筆頭株主だった当時十八歳の女子高生に近付き、保護者である伯父一家を脅し、無理矢理引き離したあげく騙すように結婚までこぎつけていた。

　しかも女子高生は、昔からＨ家の子息と恋愛関係にあった。子息は仲を引き裂かれたことにより酷く傷つき、その後の生活にも差し障りが出ている。

　人の人生を狂わせてまで結婚にこぎつけたものの、夫妻はあきらかな偽装結婚であり、Ａ氏は夫人を別宅に追いやって、自身は都内の高級マンションで結婚前からの愛人と華やかに暮らしているようだ。──こんな内容だった。

　読み終えた穂乃香は書面から顔を上げ、伊佐山を睨んだ。

　しかし、彼は動じることもなく半笑いをしていた。

「でも、お二人は長らく別居婚でしたよね」

「お互いの仕事の都合です。今は一緒に暮らしていますし……」

「本当にそうですか？　橘専務は、ある女性に離婚をする予定だと伝えていたそうです」

「……ある女性？」

「内田さんという女性です。ご存じですか？　……ご存じですよね？　離婚するから待っていて欲しいと言って、関係を続けていたそうです」

　なぜそこで、その名前が出てくるのだろう。

　信じてはいけないとわかる。だって穂乃香と半田家についても嘘が書かれているのだから。

　真に受けないよう、聞き流し相手にしない。そして、すぐに絢人に相談しよう。絶対にそれが正しいはずだ。でも穂乃香は自分が酷く動揺していることもわかっていた。

　内田という名前が出てきたからだ。絢人が彼女に「妻」と紹介してくれなかった日からずっと、彼女の存在がわだかまっている。

　絢人が「離婚はしない」と言ってくれた時、一度忘れたはずの疑念がまたじわじわと湧いてきてしまっている。

　絢人の言葉を信じるべきなのに……疑り深い自分が嫌で、吐き気がするほど気分が悪い。

「もう、いいでしょうか。……どうして私のところにきたのかわかりませんが、記者さんにとって有益なお話ができるとは思いません。お願いだからかまわないでください」

　穂乃香はうつむいて、力なくどうにか言葉を発した。

　北風が心まで冷やしていく。

「……ああ、バスが来てしまいましたね。これ、内田さんとの写真もありますよ。全部差し上げます。読んでみてください。私の連絡先も中に入ってます。私はあなたと取り引きをしたいと思ってます。くれぐれも、そこはお間違いないように」

「……そうですか。そういう目的だったんですね。理解はしました」

「ぜひ前向きにご検討ください」

「…………」

　伊佐山は脅しているのだ。記事を世に出したくなければ、対価を払えと。どうやらかなり質の悪い記者らしい。伯父一家といい、こういう人種を引き寄せてしまうのは、穂乃香に問題があるのだろうかと落ち込む。

　バスが停車し、扉が開く。

　穂乃香は返事を避け、逃げるようにやってきたバスに飛び乗った。しかし、押しつけられた封筒を突き返すことができなかった。

　写真があると言っていた。穂乃香はどうしても気になってしまい、バスの一番後ろに着席すると、その中身を確認してしまった。

　入っていたのは伊佐山が言っていたとおり、さきほどの原稿と名刺と、そして一枚の写真だった。

　映っていたのは絢人と、内田らしきショートカットの女性。二人が抱き合っている写真だった。穂乃香はじっくりと見ることができなくて、すぐにそれを封筒に戻す。

　今日のバスは珍しく揺れが酷く、身体にこたえる。

（離婚……は当然考えていたはず。でも……）

　七年間、自分達は本物の夫婦ではなかった。だから穂乃香も悩んでいたし、絢人も同じだったはず。でも恋人がいてその人と離婚を約束していたのなら、「誰もいない」と言っていた絢人の話と違う。

　絢人は嘘なんて吐かない。恋人がいるなら、穂乃香との関係を無理に続ける必要は何もない。

（ううん。……ひとつだけあるかもしれない）

　絢人は子どもが欲しいとはっきり言っていた。離婚しなかった一番の理由はそこにあるようだった。もし本当に内田と関係があって、彼女が何らかの理由で子どもを望んでいなかったら？

　穂乃香は子どもを産んだあと、今度こそ捨てられるかもしれない。

　あまりにも馬鹿げている憶測だ。ありえないと一蹴してしまいたいのに、写真の二人の姿が脳裏に焼き付いて心が震える。

　それからしばらくの間、穂乃香は止まりかけた腕時計の針をじっと眺めていた。

　バスが駅前に到着すると、おぼつかない足取りで降車する。なぜ、これほど足が重たいのだろう。

「──穂乃香、おかえり」

　自分の名前を呼ぶ絢人の声が聞こえたのは、マンションまでの道のりを歩き出してすぐのことだ。

「ちょうどよかった。同じ時間だった」

　絢人はやや息を弾ませながらやってくる。彼は電車で移動していたようで、駅の改札のほうから穂乃香の姿を見つけ追いかけてきてくれたらしい。いつもと変わらない、優しい絢人がそこにいた。

「絢人さん……おかえりなさい」

「うん、ただいま。せっかく一緒になったから、外で食事でもしていかないか？　……穂乃香？　どうかした？」

　絢人の顔を見たら、泣きたくなってしまった。せっかくの食事の誘いにすぐに頷けなくて、思わずうつむく。

「あの、その前に……聞いてもいいですか？」

「穂乃香、顔色が悪いみたいだ」

「大丈夫です。それより、どうしても聞きたいことがあるんです」

「それは今じゃなきゃだめなのか？　体調が悪いならすぐに帰って、話はそれからゆっくりしよう」

　絢人がなだめるように言う。しかし穂乃香は首を横に振った。

「今すぐ、どうしても聞きたいんです」

　穂乃香はぐっと顔を上げた。泣くのをこらえていたから、険しい顔になってしまっただろう。

　目があった絢人も、穂乃香につられたのか、厳しい表情になる。

「わかった」

　ゆっくりと息を吸って、吐いて……。穂乃香が切り出すまで、絢人は辛抱強く待ってくれた。

「……絢人さん。もし私が子どもはいらないって言ったらどうしますか？」

　瞬間、絢人が信じられない言葉を聞いたような顔をした。

「ちょっと待ってくれ。……どうして急にそんなことを」

　困惑の中に、怒りさえまじっているような強い口調だった。彼にとって一番重要なことを、穂乃香が根底から覆してきたのだから無理もない。

　やはり絢人は、子どもにこだわっている。穂乃香は今までもそれを理解してきたつもりで、かまわないと自分に言い聞かせてきた。

　穂乃香は絢人が好きだから一緒にいたい。でも絢人が同じ気持ちではなくても、それはしかたのないことだと。大人なら、割り切って受け入れられると信じていた。

　でもだめだった。一緒に過ごすうちに愛されていると実感して、欲張りになってしまった。

「絢人さん……私のこと、本当は……いらないんじゃ……」

　吐き出した気持ちが、声になっていたかどうかわからない。喉の奥が苦くて痛い。

　絢人が甘やかすから、こんな気持ちになるのだ。愛されているかもしれないなんて、勘違いしてしまった。

「絢人さんが、いけないんですよ……」

　絢人が険しい顔をして、手を伸ばしてきた。穂乃香はそれを振り払う。

　視界が狭く、暗くなっていく。上と下がわからなくなって、すべて真っ暗になった。






７　君しかいらない








　穂乃香がおかしい。拒絶するような態度。そしてうつろな瞳。

　単純に、気に入らないことがあって怒っているだけではないことは、絢人にもわかった。きっと、もっと深刻な状態にある。

　穂乃香が足下をふらつかせていると気付き手を伸ばしたが、振り払われてしまう。

「危ない！」

　思わず大きな声を出してしまったが、絢人の声はまったく届いていない。そして穂乃香は、足下から崩れ落ちるように倒れていく。

「穂乃香！」

　ぎりぎりのところでもう一度伸ばした手が届き、彼女が頭部を地面に打ち付けてしまうことだけは、回避できた。が……何が起きたのかよくわからなかった。

「穂乃香？　……穂乃香ちゃん、……穂乃香！」

　冷たい地面に横たわったまま、穂乃香は呼びかけにも応えない。彼女の後頭部に回した自分の手が震え出しているのがわかった。彼女を失うかもしれないと思ったら、叫び出したいほど怖くなった。

　絢人は冷静ではいられなかった。救急車を呼んだが、電話口で聞かれたことに正確に答えることさえ難しかった。

　救急車はすぐに到着し、穂乃香は搬送前に意識を取り戻していた。そこからは、絢人よりもずっと落ち着いていた穂乃香が「貧血だと思う」「妊娠しているかもしれない」と自分の状況を救急隊員に正しく説明する。

　病院では、穂乃香が処置室にいる間付き添うこともできず、待合室で待機することになった。

「心配しないで。迷惑かけてごめんなさい」

　その場から離れる時に穂乃香はそう言っていたが、絢人は不安を募らせる。気を失うほど体調が悪いはずなのに、穂乃香は絢人を頼ろうとすらしない。その姿が七年前……出会ったばかりの頃の彼女を思い起こさせた。まるで二人の心の距離もあの頃まで逆行してしまったような気持ちになる。

　ようやく処置が終わり絢人は医師に呼ばれたが、入った部屋に穂乃香の姿はなく一人で説明を聞いた。

「ご本人がおっしゃるとおり、貧血の症状があるようです。今点滴をしておりまして、時間も遅くなりますから一晩入院されるのがよろしいかと思います」

「何か悪い病気が隠れているということはありませんか？　詳しい検査をしていただけませんか？」

　もしまたこんなことがあったらと、想像するだけでぞっとする。今日は一緒にいた時だったからまだよかったが、そうでなかったら……倒れた時に怪我をしていたかもしれない。

　絢人はただの貧血で片付けたくはなかった。二度とこんなことが起きないように、何も見逃さず、原因をすべて取り払っておきたかった。

　しかし医師は小さく首を横に振る。

「妊娠の検査で陽性反応が出ています。明日、産婦人科の予約を入れておきましたから、まずは受診してからにしましょう。妊娠中は、貧血になりやすいんです」

　それは待ち焦がれていた知らせだったはずなのに、実感がわかない。

　絢人は「そうですか」と気のない返事をして、そのあと穂乃香のところへ向かった。

　ちょうど大部屋にあきがなく、穂乃香は個室の病室に入れてもらえることになった。点滴をして安静にしていたら疲れていたのか、絢人が手続きを終えて部屋に入った時には、目を閉じて眠っていた。

　絢人はその傍らに寄り添い、そっと手に触れる。しっかりとしたぬくもりを感じることができて、ようやく心が落ち着いてくる。穂乃香の呼吸も安定していて、顔色もよくなっていた。

　絢人は眠る彼女を見守りながら、昔のことを思い出していた。
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　穂乃香の祖父──桐生巌から結婚の打診を受けたのは、病室ではじめて彼女に会った数日後で、その時点では結婚を断るつもりだった。相手が高校生では「できない」と自分自身に強い拒否感が生まれた。

　だから婚姻以外の方法で、今後厄介な遺産を相続することになるであろう彼女をサポートしていくと巌に約束した。

　二度目に会った時、穂乃香の膝に虐待の痕跡を見つけてしまい、それから心が揺らいでいくようになった。

　そして巌の葬儀であの半田夫妻の会話を聞いた瞬間に、絢人の中の天秤が一気に傾いた。

　思えばあの瞬間、絢人は冷静ではなかった。穂乃香を守ってやることができるのは、自分しかいない。それは正義感というより一種の独占欲のようなものだったと思う。

　穂乃香には選択肢がなかったはずだ。追い込まれた状況で、絢人は彼女を自分のものにしてしまった。そのことが罪の意識となり、以来絢人を苛むことになる。

　結婚してからは「保護者」でいられるように振る舞った。

　適正な距離を置き、不用意に触れないように、大人になった彼女をいつか手元から送り出してあげるつもりで。

　しかし、大人しいのに芯がしっかりしているところ、気を許した時に見せる笑顔、他愛のない会話もすべて好ましいものとして絢人の中に染み入ってくる。

　たまに穂乃香が自分に向ける瞳にどきりとして、我に返ることが何度あっただろうか。それでも絢人は自分に抵抗し続けた。穂乃香は何にも縛られず、年齢に見合った経験をして、夢を叶えて、幸せを掴むべきなのだと。

　そんな上っ面の考えが崩壊したのは、穂乃香が大学四年になった時だった。

　その頃ちょうど桐生マテリアルに対する買収の件は、穂乃香の大叔母から色よい返事をもらえ、あとはもう一人の株主である大叔父の説得を続けている最中だった。

　経営の話は別にしても、会社間での取り引きは続いていて、その日は百貨店オリジナル商品の開発の打ち合わせで、桐生マテリアルに足を運んでいた。

　夜はそのまま桐生マテリアルの社長と食事をする予定だったが、この日の夕方、社長夫人が体調不良になったという知らせが入りキャンセルになった。

　だから打ち合わせが終わったあと、会食の代わりに同行していた部下の内田と駅前のカフェに入った。まさか、店員として働く穂乃香に会うなんて思いもせずに。

「──もしかして、ご親族でいらっしゃいますか？」

　内田が発したそれは、ただの確認だった。それ以外の答えが返ってくるという想定をしていないものだ。

　絢人は、日々仕事で接する相手には既婚者だという事実は隠していない。そのほうがアプローチを受けることもなく都合がよかった。妻の年齢や生活のことなどは一切話さないが、誰かに聞かれたら「妻はとてもかわいらしい人」とそれだけを答えていた。

　当然、内田にも同じことを伝えている。

　その情報を持っていても、同じ姓を持つ穂乃香のことを「親戚の子」として認識してしまうらしい。

　絢人はそれが世間では当たり前なのだと事実を突きつけられ、誤解を解く気持ちが失せた。だから、内田の勘違いをそのまま肯定するような返事をしてしまった。

　すると穂乃香はにっこりと微笑んで、話を合わせてくれた。ただ、一度も絢人と視線を合わせてこないことに、強い危機感を覚える。

　食事をしている間は穂乃香のことばかりが気になり、美味しいかどうかすら感じないまま過ごす。

（なぜ、黙ってアルバイトなんてしていたんだ？）

　絢人は、穂乃香のことは把握できているつもりでいた。一緒に住んではいないが、いつも連絡を取り合って、なんでも相談してくれているのだと思い込んでいた。

　でもそうではなかったのだ。

　店に入った時出迎えてくれた穂乃香は、ギャルソンエプロン姿で長い髪は束ねてあり、いつもと雰囲気が違って見えた。

　絢人の中の穂乃香は、出会った時のセーラー服姿のまま止まっていたらしい。他の人には「初々しい学生のバイトさん」に見えたとしても、絢人にはまったく違うように見えたのだ。……彼女はもう、自立した美しい大人の女性だった。

　

　結局、穂乃香は絢人が店に滞在していた間、客席には出てこなかった。

　たまたま客席以外での仕事があっただけの可能性もあるが、避けられたのかもしれない。

　穂乃香は絢人に対して不機嫌な顔を見せたことなどなく、こちらの考えをよく理解し、受け入れてくれる人だったから大丈夫だと思いたかった。

　でも、今回は違う。本当は彼女を傷つけてしまったのだろう。

「さっきのお嬢さん、橘姓なら、そのうち橘屋に入社されるのでしょうか？」

　店を出たあと、内田はそんなことを問いかけてきた。

「…………妻なんだ」

　口にしてしまえば、秘密を打ち明けるというほどのものではなく、絢人にとって揺らぎのない部分だと自覚する。

「えっ？」

「結婚四年目になる」

「桐生マテリアルの筆頭株主の女性とご結婚されていると聞いておりましたが……四年……？　学生さん……ですよね？　そんなに若いかただったんですね」

　無理に愛想笑いを浮かべた内田の目や口元はひきつりぎみだった。

「普通はそういう反応されるとわかっているから、咄嗟に嘘を言ってしまった。悪いが、妻のところに行って謝罪しなければならない。帰りは別行動をさせてもらう」

「わかりました。知らずに、失礼な態度をとってしまい申し訳ありませんでした。政略結婚なんて私には遠い世界の話で……それで少し驚いてしまいました」

「いや……俺と妻は……」

　政略結婚などではない、絢人はなぜかこの時そう言いかけていた。内田に言ってもしかたないのに。それに政略結婚ではないのなら、なんだと説明するつもりなのか。

　それから絢人は、もう一度穂乃香のいたカフェに戻った。

　カフェの閉店時間は早く、午後八時を回ったところで店じまいをしてしまったようだ。穂乃香に店の近くで待っていることを伝えたかったが、閉店後でははばかられる。絢人は合鍵を持っているから、メッセージだけ送って家で待っていようと考えた。

　その時、明かりのともった店内に穂乃香の姿を確認した。清掃の時間なのか、穂乃香はモップを持って床を拭きはじめている。さっきも店にいたウェイターの男性がやってきて掃除をしながら、楽しそうに会話をしているようだった。

　ウェイターも穂乃香と同じアルバイトの学生か。そういう相手なら、歳も近く話も合うのだろう。そう思った瞬間に、絢人の中で消化できない激情が生まれて、メッセージの送信をやめその場で穂乃香を待つことにした。

　彼女はもうお酒が飲める年齢だから、まっすぐ帰ってくるとは限らない。夜遊びくらいするだろうし、もしかしたらウェイターとはすでにそういう関係かもしれない。

　勝手な妄想をして、一人で怒り、そして店から出てきたあとも穂乃香がそのウェイターと一緒だったから、冷静さを失った。絢人はウェイターを牽制して、奪うように穂乃香を連れ出した。

　自分がここまで身勝手になれると知って、恐ろしくなる。穂乃香もその理不尽さに気付いていただろう。怒っているようにも見えたし、泣き出しそうにも見えた。

　絢人自身の言動のせいだとわかっていても、彼女を慰めたくなる。

「絢人さん……今日は泊まっていかないんですか？」

　到着したマンションの玄関先、潤んだ瞳の穂乃香にそう問われ、絢人は自制心が崩れそうになった。

　このままではだめだ。あと一歩踏み込んだら、この湧き立つ激情をぶつけてしまう。夜を一緒に過ごしたら、きっとすべてを自分のものにしてしまいたくなる。

　穂乃香はいつだって、選択肢を奪われている。身勝手な大人の都合に振り回されて生きてきた。その身勝手な大人の一人が絢人だ。穂乃香は絢人しかいないと思っているから、これほどまでに純粋な気持ちで絢人と向き合ってくれるのだろう。

　せめて、あと少し。学校を卒業し、彼女がこの先の人生を本格的に見据えるようになったその時に、改めて選んでもらうべきなのではないか。そうしたら真摯に気持ちを告げて本物になろう。あと数ヶ月だけ、この時絢人は自分にそう言い聞かせた。

　リスタートが容易ではないことに気付いたのは、それからしばらく立ってからのことだ。穂乃香は地元に就職を決めた。その選択が、これからも別々に暮らしたいという穂乃香の意思表示なのだとわかり、絢人は酷く落ち込んだ。

　彼女のためには離婚を切り出すべきだとわかっていた。それでも、行動に移すことができず、穂乃香もその件に触れてこないことでわずかな希望を繋ぎながら、七年目の転機を迎えることになった。
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　もしも自分達の間に子どもが生まれたら、穂乃香は間違いなくよい母親になるし、自分もよい父親になれると絢人は思っている。お互い助け合い、思い合いながら、きっと穏やかに生活していけるはずだ。だから子どもを望んだ。

　それに結婚のやり直しを決めた時、穂乃香は「ずっと寂しかった」と口にしていた。

　彼女が幼くして失った家庭というものを、今度は絢人が一緒に作っていこうと固く決意していた。

　しかしいざ切望していた妊娠が判明しても、嬉しいという気持ちにはなれなかった。妊娠で穂乃香が危ない目にあったり、辛い思いをしたりするのなら、もっと慎重になるべきだったと後悔してしまいそうだ。

　しかも穂乃香は倒れる直前、「もし私が子どもはいらないって言ったらどうしますか？」と絢人に問いかけてきた。穂乃香は絢人との子を望んでいなかったのだろうか。一方的な感情を押しつけていたのだろうか。

「……子どもが欲しいなんて、身勝手なことを言うんじゃなかった。俺はただ、君と一緒にいられる理由が欲しかったんだ」

　病室で眠っている穂乃香に、絢人は手を握りながら小さな声でそうつぶやいた。

「……君しかいらない」

　それが絢人のたったひとつの願いで、本心だった。

　こんなにも彼女を欲しているのに、倒れる直前の穂乃香は何かを疑っていた。一緒に住むようになってから、自分達は上手くいっていると思っていたのに、またどこかで見誤っていたのだろうか。

　すると絢人の疑問に答えるかのように、穂乃香が手を握り返してくる。

「……私も撤回するから、絢人さんもそんなこと言わないで」

「穂乃香！　……目が覚めたのか？」

　穂乃香はゆっくりと目を開けて絢人のほうを向いた。彼女は倒れた時の険しい表情を消し、穏やかな表情を浮かべていた。

「ずっとここにいたんですか？」

「当たり前だ。俺は君にとってのたった一人の家族なんだから」

「……ずっと私と一緒にいてくれますか？」

「ずっと一緒にいる。死んでも離さないよ。……だからちゃんと話して欲しい。穂乃香の心の中のつっかえはなんなんだ？」

「……私と離婚したいって、あの女の人に話したことはありますか？　約束をしたんですか？　……内田さんに」

「内田？　なんでそこでその名前が出てくるんだ？　……いや、待ってくれ。まさか彼女が君に何か言ってきたのか？」

　橘屋のバイヤーリーダーである内田は、絢人と接する機会が多い社員の一人だ。ずっと信頼できる部下だと認識していたが、最近になりそれまでと違う態度を取ってきている。

　男女の関係を求められている気がして、「その気はない」と牽制してきたが、彼女は以前から穂乃香の存在を知る数少ない人間でもあった。

　何か嫌がらせをされていたのだろうか。絢人がそんな推察をしていると、穂乃香はゆっくり身を起こして首を横に振った。

「違うんです。週刊誌の記者が、写真をくれて……。私の荷物はありますか？」

　問われ、絢人は病室の収納に入れて置いたバッグを取り出して彼女に手渡した。

　すると穂乃香は、入っていた封筒を絢人に差し出してくる。

「これは……」

　中を確認しまず目に飛び込んできたのは、一枚の写真だ。

「一ヵ月ほど前だ。一緒にいた時に彼女がつまずいて……でも違う。後ろめたいことなどない」

「わかってます。鵜呑みにしたわけじゃないの。ただ、記者さんが絢人さんは女性に離婚をする予定だと伝えていたって聞いて……考えている間に気分が悪くなって……」

「正直に打ち明けると、俺は離婚について他人に言及したことが一度だけある。相手は弟だよ。そもそも、離婚しなければと考えたのだって、ただ拗ねていただけで……」

「拗ねてた？　絢人さんが？」

　それから、絢人はこの七年間どういう気持ちでいたのか、自分の心を穂乃香にさらけだしながら正直に語ることになった。

　いつからから恋愛感情を抱き、最初に決めたルールを後悔していたこと。ただのアルバイト仲間であろう青年に嫉妬したこと。そこからずっと約束を破り、穂乃香を束縛したいと思っていたこと。自制がきかなくなることを恐れ、距離を置いていたこと。

「穂乃香が大学を卒業した時がチャンスだと思っていた。一緒に住んで、関係を変えるつもりだった……でも」

「私が、地元を選んだから？」

「うん。すっかり嫌われていると思っていた。穂乃香から就職先を電話で聞いた日の夜、弟と飲みに行ってつい深酒をして、離婚したほうがいいのだろうかと弱音を吐いたことがある」

「……絢人さんの近くに行きたいって言って、拒否されるのが怖かったんです。それからもずっと……毎日、毎日……明日離婚するって言われないようにって、祈るように過ごしてきました……」

　穂乃香の瞳から、大粒の涙が零れてきた。今まで彼女が瞳を潤ませていた場面を何度か見かけたが、いつも我慢していたのだろうか。

「君が、そんなふうに泣くなんて知らなかった」

　絢人はどうしていいのかわからず、指で涙を拭ってやった。しかし、穂乃香の涙はあとからどんどん溢れてきてしまう。

「絢人さんの……せいです」

　ついには嗚咽を漏らしはじめ、八つ当たりのような言葉を口にする。そんな穂乃香がかわいらしくて、絢人の中では泣き止ませたい気持ちと、このまま泣き顔を見ていたい気持ちがまじり合う。

「穂乃香……俺は。君が思うよりずっと君に翻弄されてきたし、毎日穂乃香のことばかり考えている。……君に夢中なんだ。君しか見えない」

　抱き寄せてそっと背中をさすりながら、泣き止むまでの間その胸に閉じ込めていた。

　

　翌日、産婦人科を受診した穂乃香はやはり妊娠していると判断された。

　彼女が嬉しそうに笑ってくれたから、今度こそ絢人も心から喜ぶことができた。
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　桜の季節が終わり、新緑が街を彩りはじめた頃、穂乃香は絢人がもとから住んでいた都心に引っ越すことになった。

　三月末で幼稚園は退職していて、これからしばらくは出産と子育てに専念し、落ち着いた頃にまた子どもと接する仕事を再開するつもりだ。

「穂乃香はそこに座っていてくれ。重いものは絶対に持たないで」

　引っ越し先に到着すると、絢人はそう言ってソファーの上に穂乃香を座らせた。穂乃香のマンションにあったものより倍以上の人数が座れる広いソファーだ。

「もう、絢人さん……適度に動いたほうがいいってお医者様から聞いたでしょう？」

「適度な運動と、荷物の持ち運びはまったく違う。いいからそこにいて」

　妊娠がわかってからの絢人は、少々煩わしいくらい過保護だ。つわりが酷かった時は大騒ぎだったし、病院の検診では穂乃香が「一人で平気」と付き添いを断ると拗ねる。

　彼は穂乃香が思うより、ずっと感情豊かな人だったようだ。

　週刊誌の件が発覚したあともそうだ。穂乃香は、本気で怒った絢人をはじめて知ることになった。

　記者の伊佐山と、内田は繋がっていた。

　パーティー会場に記者が入り込んでいたのも、内田が手引きしたものだった。

　どうやら彼女は、絢人に長年片思いをしていたようだ。そして絢人の弟から、自分達夫婦の状況を聞きだすようなこともしていたらしい。

　穂乃香との関係は契約結婚で偽装夫婦であると確信し、彼の隣が空席になるタイミングをずっと待っていたのだ。

　しかし結局離婚の気配がなく、それまで表に出てこなかった穂乃香が、パーティーには絢人の妻として一緒に出席すると聞きつけ、危機感を持ったのだ。その時から内田は、ただ待つだけをやめた。

　──絢人のためにやった。

　それが、絢人から厳しい追及を受けた内田の主張だった。

　写真は、伊佐山が待ち構えていたところで、内田がわざとよろけて撮らせたものだった。

　伯父一家も、伊佐山から過去の関係を誘導される形で、「穂乃香を奪われた」と証言してしまった。

　そして、絢人との関係がこじれているものだと判断し、穂乃香に連絡をとってきた。絢人は彼らには厳しく釘を刺しておいたと言っていたので、伯父達のことはもう忘れることにした。

　彼らのことは思い出したくもないし、近況やゆく末など知りたくもないからだ。

「とにかく、絶対にもう穂乃香の周囲に怪しい人間が近付いてこないようにするから」

　宣言した時の絢人の瞳は怒りを隠しきれていなかった。

　その怒りは内田に対して向けられているようだ。厳しい対応をしたとも言っていた。

　穂乃香が内田と直接会ったのは二度。そのうち言葉を交わしたのは一度だけ。

　それなのに、穂乃香はあの女性のことをずっと気にしていたし、彼女もそうだった。互いが意識し合っていたのだ。

　とても綺麗で仕事もテキパキとこなしそうな人だった。絢人に相応しいのは自分だと思うのも無理のない話だ。

　それでも人を使ってまで、別れさせようとしていた。その事実を深く考えてしまうと、鳥肌が立つ。

　実際彼女らに惑わされかけたが、踏みとどまれてよかった。

　穂乃香は倒れた時、搬送前に意識を取り戻していた。その時の絢人の動揺した姿を思い出すと、なんとも言えないむずがゆい気持ちになってしまう。

「どうした？」

「なんでもないです……」

　まだ自分の身体に馴染んでいない広いソファーで、にやけてしまう口元を隠すようにクッションを抱えた。

　あの時絢人は、救急隊員の質問にまったく答えられなくて、意識を取り戻したばかりの穂乃香のほうがまともな受け答えができたくらいだ。「大丈夫ですから、落ち着いてください」と、隊員の男性に声をかけられてしまうほどだった。

　その姿を見た瞬間に、穂乃香の中で何かが変わった。ずっと一方的な恋心だと思っていたこの感情が、そうではなかったのだとわかってきた。

　そして絢人を想う気持ちが、より愛おしいものになっていった。

「穂乃香、なんで俺を見て笑ってるんだ？」

　知らず、頬が緩んでしまう。でも、指摘されても直さずにいた。

「……ただ、あなたのことが大好きだなって……私の旦那様はどうしてこんなに素敵なんだろうって思っていたの」

「…………」

　穂乃香の言葉に、絢人は一瞬手を止めて目を丸くする。しかし何も言わず、そのまま目の前の段ボールの蓋を閉じた。

「……ちょっと休憩にする」

　そう宣言して、一人で洗面所や寝室に出入りしたあと、リビングに戻ってくる。

　ソファーの前にあるローテーブルの上に、小さな紙箱がぽんと置かれた。

　見慣れないパッケージがなんなのか注視している間に、絢人は着ていたＴシャツを脱ぎはじめている。

「それは、休憩？」

　迫ってくる絢人に、つい問いかけてしまう。彼がテーブルに置いたのはまだ開封されていない避妊具だった。絢人は、今ここで穂乃香を抱くつもりなのだ。

「欲情させた穂乃香がいけない」

　抱えていたクッションを奪われ、ぐいっと迫られてたじろぐ穂乃香だが、視線は絢人とコンドームを交互に行き来する。

「絢人さん……、そのコンドーム……」

　たまらず、穂乃香の戸惑いの対象を口にする。

「調べたら、妊娠中はつければしてもいいそうだ。もうつわりはだいぶおさまったんだろう？」

「そうじゃなくて……その……サイズが大きい」

　穂乃香は、パッケージのサイズ表記に驚いてしまったのだ。絢人は標準サイズではなかった。以前から……特に最初の時はその大きさに驚き、受け入れることがかなり大変だった。あの時は誰でも最初は通る道だと自分に言い聞かせて耐えたのだ。

「ああ、うん。そうだけど、自慢することでもないから」

　無知をいいことに騙された気がする。穂乃香は思わず頬を膨らませた。すると絢人は寝そべった穂乃香を背後から抱きしめ、その頬にちゅっとキスをしてくる。

「たとえば、もし俺が先に死んだとして……」

「絢人さん、急に変なこと言い出さないでください」

　穂乃香はあわててくるりと向きを変え、絢人の頬に手を当てながら、少し偉ぶって彼に言い聞かせる。

「おじいちゃんとおばあちゃんになったら、八歳なんて差はないようなものですからね」

「それでも！　もし俺が明日死んだとしても、穂乃香は他の男性を知らないままでいて欲しい。……こんな勝手なこと言ったら卑怯かな？」

「そんなの卑怯じゃありません。……私も同じ気持ちだから」

「本当に？」

「疑うなら、契約書を作りましょうか？」

　穂乃香はそんな提案をしてみたが、二人で同時に吹き出してしまう。七年前に大真面目に作った自分達のルールが、どれだけ無駄なものだったか今ではよくわかっているからだ。

「お互い、ここに刻みつけておこうか」

　絢人の指先が、服の上から穂乃香の胸をたどる。──まるでそこに「心」があるかのように。

　互いの所有の証とばかりにキスマークを付け合う。

　変化していっている身体を確かめていくような優しい愛撫で高められ、避妊具をつけた絢人の昂りを正面から受け入れた。

「ゆっくりするから」

　自分の中を満たしていくその質量を、どうしてもいつもより強く意識してしまう。

「んんっ……あっ……はぁっ」

「……締め付けがすごい」

「だって……」

　丸みを帯びた先端や、そのすぐ下にある節、それに竿の部分の反り、細かな形をしっかりと膣壁で感じ取っている。少し前までは閉じていた穂乃香の中は、もう絢人の形に作り替えられているのかもしれない。

　激しく奥を突かれた時とは違う、じわじわと追いつめられるような快楽に翻弄され、穂乃香は乱れ喘いだ。

「……ああ穂乃香、もっとだ。今日はここも一緒にかわいがってあげるから、もっと……」

　絢人が繋がったまま、花芽をいじってくる。

「あんっ、……ああっ、気持ちいい、中がいっぱいで……私……」

　絢人は緩やかに動かしているだけなのに、穂乃香はねだるように腰を浮かせ、くねらせ、膣壁を収縮させていた。そのたびに絢人は欲情しながら苦しそうに汗を滲ませる。

　絢人と穂乃香どちらにとっても甘い責苦のようで、たまらない。

「絢人さん……もうだめ……我慢できない」

「穂乃香……イキたい？」

「イキたい。……このまま指でいっぱい擦ってください。……ああっ」

　懇願すると、絢人の指先が、より熱心に穂乃香の花芽を嬲っていく。強烈な刺激に穂乃香の頭は真っ白になった。絢人の陰茎が自分の中でビクンビクンと震え出したのを感じながら、穂乃香は愛しい人の胸の中で果てた。

「穂乃香、好きだよ。……この先もずっと一緒にいて欲しい」

　絢人が耳元でそう囁いた。心が満たされていく。

　呼吸を整えながら慈しむように手を重ね合わせ、二人は指を絡ませた。穂乃香はこの優しい手が、どうしようもなく好きだ。

　十年後……二十年後もずっと手を繋いでいられる。今ならそんな未来をはっきりと想い描くことができる。
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　このたびは、「契約結婚終了のはずが、年上旦那様に溺愛されてます」をお手に取ってくださり、ありがとうございます。作者の戸と瀬せつぐみです。

　濃蜜ラブルージュ様での二作目のお話です。お楽しみいただけましたでしょうか？

　今回のお話のマイテーマは「年の差」です！

　ヒロイン穂乃香とヒーロー絢人の年齢差は八歳です。大人になれば驚くほどではないこの年の差も、十代の女の子にとっては大きな差となります。そんな年齢差から生まれる、夫婦の葛藤と七年間の恋を表現できていたらよいなと思っております。

　執筆中、戸瀬パワーが暴走し過去編に力が入り、重すぎてＮＧになるのではとドキドキしながら原稿を提出しました。

　結果、とっても私らしいお話になっておりますが、受け入れてくださった編集部様に感謝申し上げます。

　表紙イラストは石いし田だ惠めぐ美み先生です。憧れのイラストレーター様に担当していただき感激しております。

　作中、ヒーローについて「綺麗」と表現しましたが、石田先生の描くヒーローは正に綺麗

で眼福です！　石田先生ありがとうございました。

　最後になりましたが、出版に携わってくださいました皆様、そして読者の皆様へ御礼申し上げます。

　また別の作品でお会いできることを願って──。
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